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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　セル間干渉緩和を容易にする方法であって、
　セル帯域幅をＮ個のサブ帯域に分割することと、なお、Ｎは、２より大きい整数である
；
　それぞれのユーザ機器（ＵＥｓ）に対して、前記Ｎ個のサブ帯域の一部を割り当てるこ
とと；
　前記それぞれのＵＥに対して前記Ｎ個のサブ帯域の前記一部を割り当てることに対応す
るサブ帯域割り当てを、１つまたは複数の近隣セルのアクセスノードと近隣セルにおいて
接続されるＵＥに、ブロードキャストすることと；
　を備える方法。
【請求項２】
　近隣セルサブ帯域割り当てをモニタすること、をさらに備える請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　サブ帯域割り当ての衝突が、少なくとも１つの前記サブ帯域割り当てと前記近隣セルサ
ブ帯域割り当ての間で存在するのかどうか決定すること、をさらに備える請求項２に記載
の方法。
【請求項４】
　パワーを減らすために少なくとも１つのＵＥに制御情報を送信すること、をさらに備え
ており、前記決定することは、前記サブ帯域割り当ての衝突が存在するということを決定
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することを備える、請求項３に記載の方法。
【請求項５】
　パワーを維持するために少なくとも１つのＵＥに制御情報を送信すること、をさらに備
えており、前記決定することは、前記サブ帯域割り当ての衝突が存在しないということを
決定することを備える、請求項３に記載の方法。
【請求項６】
　バックホールにわたって、バイナリ値づけられたロードインジケータデータを提供する
こと、をさらに備える請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　前記Ｎ個のサブ帯域の前記一部を割り当てることは、前記それぞれのＵＥのチャネル条
件に部分的に基づいている、請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　　セル間干渉緩和を容易にする装置であって、
　セル帯域幅をＮ個のサブ帯域に分割するための手段と、なお、Ｎは、２より大きい整数
である；
　それぞれのユーザ機器（ＵＥｓ）に対して、前記Ｎ個のサブ帯域の一部を割り当てるた
めの手段と；
　前記それぞれのＵＥに対して前記Ｎ個のサブ帯域の前記一部を割り当てることに対応す
るサブ帯域割り当てを、１つまたは複数の近隣セルのアクセスノードと近隣セルにおいて
接続されるＵＥにブロードキャストするための手段と；
　を備える装置。
【請求項９】
　近隣セルサブ帯域割り当てをモニタするための手段、をさらに備える請求項８に記載の
装置。
【請求項１０】
　サブ帯域割り当ての衝突が、少なくとも１つの前記サブ帯域割り当てと前記近隣セルサ
ブ帯域割り当ての間で存在するのかどうか決定するための手段、をさらに備える請求項９
に記載の装置。
【請求項１１】
　パワーを減らすために少なくとも１つのＵＥに制御情報を送信するための手段、をさら
に備えており、前記決定するための手段は、前記サブ帯域割り当ての衝突が存在するとい
うことを決定することを備える、請求項１０に記載の装置。
【請求項１２】
　パワーを維持するために少なくとも１つのＵＥに制御情報を送信するための手段、をさ
らに備え、前記決定するための手段は、前記サブ帯域割り当ての衝突が存在しないという
ことを決定することを備える、請求項１０に記載の装置。
【請求項１３】
　バックホールにわたって、バイナリ値づけられたロードインジケータデータを提供する
ための手段、をさらに備える請求項８に記載の装置。
【請求項１４】
　前記Ｎ個のサブ帯域の前記一部を割り当てるための手段は、前記それぞれのＵＥのチャ
ネル条件に部分的に基づいている、請求項８に記載の装置。
【請求項１５】
　　セル帯域幅をＮ個のサブ帯域に分割し、なお、Ｎは、２より大きい整数である；
　　それぞれのユーザ機器（ＵＥｓ）に対して、前記Ｎ個のサブ帯域の一部を割り当て；
　　前記それぞれのＵＥに対して前記Ｎ個のサブ帯域の前記一部を割り当てることに対応
するサブ帯域割り当てを、１つまたは複数の近隣セルのアクセスノードと近隣セルにおい
て接続されるＵＥにブロードキャストする；
　　ことをコンピュータにさせるためのコード、
　を備える、コンピュータプログラム。
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【請求項１６】
　セル間干渉緩和を容易にする装置であって、
　　　セル帯域幅をＮ個のサブ帯域に分割すること、なお、Ｎは、２より大きい整数であ
る；
　　　それぞれのユーザ機器（ＵＥｓ）に対して、前記Ｎ個のサブ帯域の一部を割り当て
ること；
　　　前記それぞれのＵＥに対して前記Ｎ個のサブ帯域の前記一部を割り当てることに対
応するサブ帯域割り当てを、１つまたは複数の近隣セルのアクセスノードと近隣セルにお
いて接続されるＵＥにブロードキャストすること；
　のために構成された、プロセッサと、
　データを保存するための、前記プロセッサに結合されたメモリと、
　を具備する装置。
【発明の詳細な説明】
【相互参照】
【０００１】
　（関連出願に対する相互参照）
　本出願は、２００６年１１月１日に出願され、「サブ帯域依存アップリンクロード管理
 (SUB-BAND DEPENDENT UPLINK LOAD MANAGEMENT)」と題された、米国仮特許出願第６０／
８６３，８８９号と、２００６年１１月６日に出願され、「アップリンク通信のためのサ
ブ帯域依存ロード制御オペレーションのための方法および装置(A METHOD AND APPARATUS 
FOR SUB-BAND DEPENDENT LOAD CONTROL OPERATIONS FOR UPLINK COMMUNICATIONS)」と題
された、米国仮特許出願第６０／８６４，５７９号と、の優先権を主張する。前述の出願
の全体は、参照によってここに組込まれている。
【背景】
【０００２】
　（分野）
　次の説明は、無線通信に一般に関し、また、より具体的には、無線通信システムにおけ
るリソース管理に関する。
【０００３】
　（背景）
　無線通信ネットワーク（例えば、周波数分割技術、時分割技術、そして符号分割技術を
使用している）は、カバレッジエリアを供給する１つまたは複数の基地局と、カバレッジ
エリア内でデータを送信し受信することができる１つまたは複数のモバイル（例えば無線
の）端末と、を含んでいる。典型的な基地局は、ブロードキャストサービス、マルチキャ
ストサービス、および／またはユニキャストサービス、についてマルチプルデータストリ
ーム(multiple data streams)を同時に送信することができ、ここで、データストリーム
は、モバイル端末に対する独立受信対象(independent reception interest)であることが
できるデータのストリームである。基地局のカバレッジエリア内のモバイル端末は、合成
ストリーム(composite stream)によって搬送される１つの、１つよりも多い、あるいはす
べての、データストリームを受信することにおいて、関係することができる(can be inte
rested in)。同様に、モバイル端末は、基地局、他の局、あるいは他のモバイル端末に対
して、データを送信することができる。各端末は、順方向リンク上および逆方向リンク上
の伝送を介して、１つ以上の基地局と通信する。順方向リンク（あるいはダウンリンク）
は、基地局から端末までの通信リンクを指しており、逆方向リンク（あるいはアップリン
ク）は、端末から基地局までの通信リンクを指している。この通信リンクは、単一入力単
一出力(single-in-single-out)、複合入力シグナル出力(multiple-in-signal-out)、複合
入力復号出力(multiple-in-multiple-out)（ＭＩＭＯ）システム、を介して確立されるこ
とができる。
【０００４】
　モバイル通信ネットワーク（例えばセル電話ネットワーク）内の情報を送信するために
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使用される従来の技術は、周波数分割、時分割、および符号分割ベースの技術を含んでい
る。一般に、周波数分割ベースの技術を用いて、呼び出しは、周波数アクセス方法に基づ
いて分割されており、ここにおいて、それぞれの呼び出しは、個別の周波数に認められる
 (placed on)。時分割ベースの技術を用いて、それぞれの呼び出しは、指定された周波数
上で時間のある部分が割り当てられる。符号分割ベースの技術を用いて、それぞれの呼び
出しは、固有のコードに関連づけられており、利用可能な周波数にわたって拡散される(s
pread over)。それぞれの技術は、１人以上のユーザによるマルチプルアクセス(multiple
 access)をサービスする(accommodate)ことができる。
【０００５】
　時分割ベースの技術を用いて、帯域は、連続的なタイムスライスあるいはタイムスロッ
ト(sequential time slices or time slots)に、タイムワイズ(time-wise)で分割される
。チャネルの各ユーザは、ラウンドロビン方法(round-robin manner)で、情報を送信し、
受信するためのタイムスライスを、供給される。例えば、いずれの与えられた時間ｔにお
いて、ユーザは、短いバーストの間、チャネルに対するアクセスを供給される。そのあと
、アクセスは、情報を送信し受信するために、短い時間のバースト(a short burst of ti
me)を供給される別のユーザへと切り替える。「交代する(taking turns)」サイクルは、
継続しており、また、次第に、各ユーザは、マルチプルの伝送バーストおよび受信バース
トを供給される。
【０００６】
　符号分割ベースの技術は、典型的に、範囲におけるいずれの時間において、利用可能な
多数の周波数にわたってデータを送信する。一般に、データはデジタル化され、利用可能
な帯域幅にわたって拡散されており、ここにおいて、複数のユーザは、チャネル上でオー
バーレイ(overlaid)されることができ、また、それぞれのユーザは、固有のシーケンスコ
ードを割り当てられることができる。ユーザは、スペクトルの同じ広域チャンク(the sam
e wide-band chunk of spectrum)において送信することができ、ここにおいて、各ユーザ
の信号は、その個別の独自の拡散コード(its respective unique spreading code)によっ
て全体の帯域幅にわたって拡散される。この技術は、共有するために提供することができ
、ここにおいて、１人以上のユーザは、同時に送信し、受信することができる。そのよう
な共有は、拡散スペクトルデジタル変調(spread spectrum digital modulation)を通じて
達成されることができ、ここにおいて、ユーザのビットのストリーム(a user's stream o
f bits)は、擬似ランダムのスタイル(pseudo-random fashion)で、非常に広範なチャネル
にわたって、符号化され、拡散される。受信機は、一貫した方法で特定のユーザについて
のビットを集めるために、関連づけられた固有のシーケンスコードを認識し、ランダム化
を元に戻す(undo the randomization)ように設計されている。
【０００７】
　より具体的には、周波数分割ベースの技術は、帯域幅の一様なチャンク(uniform chunk
s)へとスペクトルを分割することによって、スペクトルを他とまったく別なチャネル(dis
tinct channels)に典型的に分ける、例えば、無線セル電話通信のために割り付けられた
周波数帯域の分割は、３０個のチャネルに分割されることができ、チャネルのそれぞれは
、音声会話(voice conversation)を搬送することができ、あるいは、デジタルサービスを
用いて、デジタルデータを搬送することができる。各チャネルは、一度にたった１人のユ
ーザにだけ割り当てられることができる。
【０００８】
　１つの一般に利用される変形(variant)は、全体のシステム帯域幅をマルチプル直交サ
ブ帯域へと効果的に区分される(partitions)、直交周波数分割の技術である。サブチャネ
ルの間でクロストークする(cross-talk)ように周波数が選択される、直交の意味(orthogo
nal meaning)は、除去され(eliminated)、また、インターキャリアガード帯域は、必要と
されていない。これらのサブ帯域は、また、トーン(tones)、キャリア(carriers)、サブ
キャリア(subcarriers)、ビン(bins)、そして周波数チャネルと呼ばれる。各サブキャリ
アは、低いシンボルレートのときに、従来の変調スキーム（例、直交振幅変調(quadratur



(5) JP 5788555 B2 2015.9.30

10

20

30

40

50

e amplitude modulation)）で変調される。直交周波数分割は、厳しいチャネル条件－例
えば、長い銅線における高周波数の弱化(attenuation)、狭帯域の干渉、マルチパスによ
る周波数選択的フェージング(frequency-selective fading)－を対処する有効な能力を、
複雑な等化フィルタ(complex equalization filters)なしに、有している。低いシンボル
レートは、入手可能なシンボル間のガードインターバルを利用しており、時間拡散を扱い
、シンボル間干渉(inter-symbol interference)（ＩＳＩ）を除去することを可能にする
。
【０００９】
　直交性は、また、ナイキストレート(Nyquist rate)の近くで、高スペクトラル効率(hig
h spectral efficiency)を可能にする。ほとんど全体の利用可能な周波数帯が使用される
ことができる。ＯＦＤＭは、一般に、ほぼ「白い」スペクトルを有しており、他の共通チ
ャネルユーザについては、良性の電磁気の干渉プロパティ(benign electromagnetic inte
rference properties)を与え、また、単一のセルが単独だと考えられるときには、より高
い伝送パワーを可能にする。さらに、内部キャリアガード帯域(interior -carrier guard
 bands)なしでは、送信機と受信機の両方の設計は、大いに簡略化されており、従来のＦ
ＤＭとは異なり、各サブチャネルの個別のフィルタは、必要とされていない。
【００１０】
　直交性は、しばしば、周波数繰り返し(frequency reuse)と組み合わせられており、遠
く離れて配置されたセルで行われる通信は、スペクトルの同じ部分を使用してもよく、ま
た、理想的には、大きな距離(large distance)は、干渉を防ぐ。セルの近くで行なってい
るセル通信は、干渉の機会を最小化するために、異なるチャネルを使用する。多数のパタ
ーンのセルにわたって、周波数スペクトルは、全体のパターンにわたって共通チャネルを
分散することによって可能な限り繰り返される(reused)ので、離れたセルのみ(only far 
apart cells)が同じスペクトルを繰り返す。そのようなケースにおいて、また、異なるユ
ーザに対して帯域幅を割り付けるスケジューラフレキシビリティ(scheduler flexibility
)が導入されるとき、セル間干渉制御は、決定的(critical)となる。サブ帯域スケジュー
リングおよびダイバーシチ技術(diversity techniques)は、したがって、改善させられる
ことができる。さらに、異なるサブ帯域は異なる周波数繰り返し要因(frequency reuse f
actors)を有してもよいので、部分周波数繰り返し(fractional frequency reuse)（ＦＦ
Ｒ）は、セルカバレッジ及びセルエッジユーザパフォーマンスを改善するために採用され
ることができる。
【００１１】
　ここに開示される一態様は、ＦＤＭＡシステムにおいて、割り当てられた帯域幅はサブ
帯域に分割されてもよいということと、そして、サブ帯域ごとのフレキシブル及び可変の
スレッシュホールド設定の使用に関わらず、無線通信システムにおけるリソースの効率的
な管理が、完了されるということと、である。
【００１２】
　従来の考えにおいて、単一の制御レベルは、帯域に割り当てられる。この１つの制御レ
ベルは、セルにおいて存在することができる様々な条件に、あまり(well)役に立たず、ま
た、すべてのユーザ機器（ＵＥ）が基地局と通信することができるように典型的な最低共
通制限要因(a typical lowest common limiting factor)において設定されることができ
る。使用のレベルによる、信号のタイプによる、時間制約(time constraints)による、与
えられたセルにおけるＵＥのロケーション、タイプ、及び数による、そして、マルチセル
ネットワークにおける他のセルに対する近接性による、変動性(variability)は、リソー
スの効率的な使用について、増大された必要性にすべて寄与することができる。
【００１３】
　アップリンク通信については、逆リンクロードを制御することは望ましい。従来、単一
の制御は、時間周波数帯域のために典型的に使用されており、しかしながら、そうするこ
とは、比較的柔軟性のないフレームワーク(relatively inflexible framework)を結果と
してもたらす。通信帯域をいくつかのサブ帯域に分けることによって、増大されたフレキ
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シビリティは従来のスキームに関して達成される－このことは、サブ帯域ごとの別個の制
御(distinct control per sub-band)を可能にすることと同様、個別のサブ帯域よりも異
なる制御スレッシュホールドを有することによって、増大された制御粒度(increased con
trol granularity)に関して供給する(affords)。制御における増大(increase in control
)は、異なる目的のために、また、従来のスキームと比較して逆アップリンクリソースの
より効率的な使用のために、サブ帯域を使用するために供給する。
【００１４】
　より具体的には、直交システムにおける干渉管理は、近隣セルによって引き起こされる
、識別することと、緩和することによって、容易にされる。通信の帯域幅は、マルチプル
サブ帯域に分割され、ロードインジケータ（単数または複数）はサブ帯域ごとに供給され
る。前に注目されるように、それをすることは、セル間干渉を緩和し、制御粒(control g
ranularity)を改善し、そして、システムリソースの全体の利用を容易にする。サブ帯域
情報ごとのロード(load)は、バイナリロードインジケータとして供給されており、また、
サービングセルと、近隣セルに対するブロードキャストと、のために供給される。ユーザ
機器（ＵＥ）は、サブ帯域ごとのベースで、サービングセルと非サービング近隣セルのロ
ードインジケータデータの両方に対してアクセスを有しており、帯域幅のより完全な使用
を可能にする粒度のレベルを供給しており、より多くのＵＥ(more UE’s)は、与えられた
帯域幅内のロードにおいて動作する(operate)ことができる。
【００１５】
　セル電話の使用、及び送られたデータの量が拡大し続けるにつれ、帯域幅リソースの効
率的な使用、特に制御及びデータトラフィック管理についてのアップリンクロードオペレ
ーティングレベルの要件(the uplink load operating level requirements)は、無線通信
に関連する考慮を必要とする問題(issue)であるということは、前述の議論から理解され
ることができる。
【発明の概要】
【００１６】
　以下は、開示された実施形態のいくつかの態様の基本的な理解を提供するために、簡略
化された概要(summary)を示している。この概要は、広範囲な全体像ではなく、重要なあ
るいは決定的な要素を識別することも、あるいは、そのような実施形態の範囲を詳細に描
写することも、意図されていない。その目的は、後で示される、より詳細な説明の前置き
として、簡略化された形で、説明された実施形態のいくつかの概念を示すことである。
【００１７】
　市場動向(market forces)は、システムの性能の最適化を目指して、産業を、単純な通
信プロトコルの方へと移してきた。ここに説明され、特許請求される(claimed)態様は、
マルチプルサブ帯域への帯域幅の区分(partition)を介してプロセッシングオーバーヘッ
ド(processing overhead)を増大させることによって、従来の知恵(conventional wisdom)
及び市場動向に対抗する(run counter)。サブ帯域は、サブ帯域の全域で(across)一定で
あるセルメトリックオペレーションレベルに関連づけられるようには、さらに制約されな
い。一般的に、このことは次のように表わされることができる：
【数１】

【００１８】
　マルチプルサブ帯域の使用、及びそれらの制御は、データのトラッキング、及び最適化
のための、予期されるプロセッシングロード(a perceived processing load)を負う(incu
rs)。しかしながら、そのような予期されるプロセッシングロードに耐える結果として、
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全体のシステムの性能の最適化は、サブ帯域のより多くの粒度制御とシステムリソースの
増大された利用とによって供給されるフレキシビリティの結果として容易にされる。
【００１９】
　例えば、単一の制御を備えた従来のシステムにおいては、与えられたセル内の各ユーザ
は、近隣セルに対する干渉を結果としてもたらすことができるパワーを増大させることが
できる。これに応じて、近隣セルのＵＥは、代わりに他のセルにおける干渉をもたらすで
あろう干渉を克服するために、それらのパワーを増大させることによって、多分、応答す
るであろう。したがって、パワーブースティングコンパウンド干渉(power boosting comp
ounds interference)に対して、そのような収束(convergence)が、作られる。
【００２０】
　別の例として、アップリンクロードは、制御トラフィックが基地局によって信頼して受
信されることができるように、制御されたオーバーシュートの割合については、あるレベ
ルにおいて維持される。同じレベルは、全体の利用可能な帯域の全域で(across)維持され
る。アップリンクロードメトリックは、例えば、干渉／サーマル（ＩｏＴ）あるいは、上
昇／サーマル（ＲｏＴ）の形式であってもよい。ＩｏＴオペレーティングレベル(operati
ng level)は、一般的には、セル端ユーザから制御トラフィックによって制限されている
。制御トラフィックは、しばしば、チャネル独立のレート(channel-independent rates)
で送信される。Ｈ－ＡＲＱのような高度なメカニズムは、トラフィックも制御することが
適用できないかもしれない。他方では、セル端ユーザは、一般に厳しいチャネル欠陥(cha
nnel impairments)を経験し、恐らくパワー制限となる可能性がより高い。これらの要因
は、頻繁の低ＩｏＴオペレーションポイント(an often low IoT operation point)、例え
ば５ｄＢあたり、に寄与する。しかしながら、よいチャネル条件を備えたユーザは、パワ
ー制限される可能性が低く、また、より高いＩｏＴポイントをサポートすることが可能と
なる。非フレキシブルな及び低いオペレーションレベルは、したがって、データのトラフ
ィックについてのアップリンクロード管理を不必要に非効率にする。
【００２１】
　開示されたリソース管理の一実施形態は、全体の利用可能な帯域全体の同じオペレーシ
ョンレベルの代わりに、異なるサブ帯域におけるフレキシブルなアップリンクロードオペ
レーティングレベルを可能にする。サブ帯域依存のアップリンクロードの改善された管理
で、制御情報は、セル端ユーザにとってさえ、基地局によって信頼されて(reliably)受信
されることができるが、データのトラフィックは、より高い及びフレキシブルなアップリ
ンクロードレベルを有することができる(can enjoy)。引き続いて、ユーザスループット
及びセクタスループットにつき大部分(示されていない)は、達成されることができる。フ
レキシブルで効率的なアップリンク管理のメカニズムは、異なる制御及びデータトラフィ
ックの特性、ユーザの中のチャネル条件ダイナミック(channel condition dynamics)、サ
ブ帯域のオペレーション、及び異なる周波数繰り返し、を活用することができる。
【００２２】
　我々は、異なるサブ帯域については、異なる及びフレキシブルな制御オペレーションレ
ベルを可能にする。非制限な例としてＩｏＴをみなし、Ｎ個のサブ帯域があって、サブ帯
域ｎ＝１、…、ＮとするターゲットオペレーションレベルをＩｏＴｔｈ（ｎ）としてター
ゲットオペレーションレベルを示すならば、従来のアップリンクロード管理にあるＩｏＴ

ｔｈ（１）＝ＩｏＴｔｈ（２）＝…＝ＩｏＴｔｈ（Ｎ）を選択する代わりに、次の式を有
することを提案する。
【数２】
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【００２３】
　提案が無線にわたってロード制御情報伝播(load control information propagation)に
単に限定されていないということは、理解されるべきである。代わりに、アイデアは、他
のリソース管理（例えばアドミッション制御、混雑制御）にも適用可能である。便宜上、
アイデアは、ロード制御情報に関して、詳細に議論される。サブ帯域依存ロード制御の構
成、サブ帯域依存のロード制御情報の生成及び伝播、そして、端末におけるロード制御情
報の処理が、詳細に議論されている。
【００２４】
　一態様において、セルリソース管理を容易にする方法は、異なるサブ帯域グループにつ
いての異なる及びフレキシブルなセルメトリックオペレーションのレベルを可能にするこ
とを備えている。サブ帯域は、Ｎ個のサブ帯域に帯域幅を分割することを構成しており、
ここにおいて、Ｎは、１よりも大きい、あるいは１と等しい整数である。サブ帯域グルー
プは、Ｍ数のサブ帯域(M number of sub-bands)と等しく、ここにおいて、Ｍは、１から
Ｎの整数である。サブ帯域グループは、同じあるいは同様のオペレーショナル特性(opera
tional characteristics)を備えたサブ帯域から成っている。方法は、制御のためにエア
インタフェースにわたって割り付けられたビットの機能として制御コマンドの伝送を変更
することと(varying)、あるいは、同時に無線にわたって１つのサブ帯域グループ制御と
、徐々に全体のサブ帯域グループを通じたサイクルと、を送信することと(transmitting 
one sub-band group control over air at a time and cycle through the entire sub-b
and groups over time)、をさらに備えている。この方法においては、制御コマンドは、
本質的に可変(variable in nature)であり、セルにおけるＵＥのインデックス、セルのサ
ブ帯域のインデックスに、存在する場合には、部分周波数繰り返し要因のインデックスに
、したがって(according to indices of UE’s in the cell, sub-bands in the cell; a
nd fractional frequency reuse factor, if present)変化する。
【００２５】
　上記の方法の特定の態様においては、セルメトリックオペレーションは、アップリンク
ロード制御オペレーションである。アップリンクロードメトリックは、ＩｏＴまたはＲｏ
Ｔのうちの１つであってもよい。方法は、ロード制御のためにエアインタフェースにわた
って割り付けられたビットの機能としてロード制御コマンドの伝送を変更することと、あ
るいは、同時に無線にわたって１つのサブ帯域グループのロード制御と、徐々に全体のサ
ブ帯域グループを通じたサイクルと、を送信することと、を備えている。この方法におい
ては、ロード制御コマンドは、本質的に可変であり、セルにおけるＵＥのインデックス、
セルのサブ帯域のインデックス、存在する場合には、部分周波数繰り返し要因に、したが
って変化する。
【００２６】
　上記の方法の他の特定の態様において、セルメトリックオペレーションは、アドミッシ
ョン制御、混雑制御、及びシグナルハンドオフ制御のうちの少なくとも1つである。
【００２７】
　さらなる態様においては、ユーザ機器が異なるサブ帯域のグループのコマンドについて
異なって反応する(reacts)ように、異なり及びフレキシブルサブ帯域のコマンドに応答す
る方法がある。その反応(reaction)は、保守的なレスポンス(conservative response)、
積極的なレスポンス(aggressive response)、比例レスポンス(proportional response)、
あるいは時間比例レスポンス(time proportional response)のうちの少なくとも１つであ
ってもよい。
【００２８】
　一態様において、セルリソース管理を容易にするためのコンピュータ実行可能なコード
をコンピュータ可読メディア上で保存した、コンピュータ可読メディアは、異なるサブ帯
域グループについて異なる及びフレキシブルセルメトリックオペレーションレベルを可能
にすることを備えている。サブ帯域は、Ｎ個のサブ帯域に帯域幅を分割することを構成し
ており、ここにおいて、Ｎは、１よりも大きい、あるいは１と等しい整数である。サブ帯
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域グループは、Ｍ数のサブ帯域に等しく、ここにおいて、Ｍは、１からＮの整数である。
サブ帯域グループは、同じあるいは同様のオペレーショナル特性を備えたサブ帯域から成
る。コンピュータ可読メディアは、実行されたときに、制御のためにエアインタフェース
にわたって割り付けられたビットの機能として制御コマンドの伝送を変更することと、あ
るいは、同時に無線にわたって１つのサブ帯域グループ制御と、徐々に全体のサブ帯域グ
ループを通じたサイクルと、を送信することと、をもたらすコードをさらに備えている。
このコンピュータ可読メディアにおいては、コードは、制御コマンドが実質的に可変であ
ることと、セルにおけるＵＥのインデックス、セルのサブ帯域のインデックスに、また、
存在する場合には、部分周波数繰り返し要因のインデックスに、したがって変化すること
と、を可能にする。
【００２９】
　上記のコンピュータ可読メディアの特別な態様においては、セルメトリックオペレーシ
ョンは、アップリンクロードの制御オペレーションである。アップリンクロードメトリッ
クは、ＩｏＴあるいはＲｏＴのうちの１つであってもよい。実行されるときに、コードは
、ロード制御のためにエアインタフェースにわたって割り付けられたビットの機能として
ロード制御コマンドの伝送を変更することと、あるいは、同時に無線にわたって１つのサ
ブ帯域グループのロード制御と、徐々に全体のサブ帯域グループを通じたサイクルと、を
送信することと、をもたらす。このコンピュータ可読メディアにおいては、コードは、実
行されるときには、制御コマンドが実質的には可変であることと、そして、セルにおける
ＵＥのインデックス、セルのサブ帯域のインデックスに、また、存在する場合には、部分
周波数繰り返し要因のインデックスに、したがって変化することと、を可能にする。
【００３０】
　上記のコンピュータ可読メディアの他の特定の態様においては、セルメトリックオペレ
ーションは、アドミッション制御、混雑制御、及びシグナルハンドオフ制御のうちの少な
くとも１つである。
【００３１】
　さらなる態様においては、ユーザ機器が異なるサブ帯域のグループのコマンドについて
異なって反応するように、異なる及びフレキシブルサブ帯域のコマンドに応答するための
コンピュータ実行可能コードをコンピュータ可読媒体上で保存したコンピュータ可読媒体
がある。その反応は、保守的なレスポンス、積極的なレスポンス、比例レスポンスあるい
は時間比例レスポンスのうちの少なくとも１つであってもよい。
【００３２】
　一態様において、装置は、異なるサブ帯域グループについての異なる及びフレキシブル
セルメトリックオペレーションレベルを可能にすることを備えている、記憶媒体上でセル
リソース管理を容易にするためのコンピュータ実行可能なコードを保存する記憶媒体と、
保存されたコードを実行するプロセッサと、を備えている。サブ帯域は、Ｎ個のサブ帯域
に帯域幅を分割することを構成しており、ここにおいて、Ｎは、１よりも大きい、あるい
は１と等しい整数である。サブ帯域のグループは、Ｍ数のサブ帯域に等しく、ここにおい
て、Ｍは、１からＮの整数である。サブ帯域のグループは、同じあるいは同様のオペレー
ショナル特性を備えたサブ帯域から成る。装置記憶媒体は、実行するときに、制御のため
にエアインタフェースにわたって割り付けられたビットの機能としてロード制御コマンド
の伝送を変更することと、あるいは、同時に無線にわたって１つのサブ帯域グループの制
御と、徐々に全体のサブ帯域グループを通じたサイクルと、を送信することと、をもたら
すコードをさらに保存する。この装置記憶媒体においては、コードは、制御コマンドが実
質的に可変であることと、そして、セルにおけるＵＥのインデックス、セルのサブ帯域の
インデックスに、また、存在する場合には、部分周波数繰り返し要因のインデックスに、
したがって変化することと、を可能にする。
【００３３】
　上記の装置の特定の態様においては、セルメトリックオペレーションは、アップリンク
ロード制御オペレーションである。アップリンクロードメトリックは、ＩｏＴあるいはＲ
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ｏＴのうちの１つであってもよい。コードは、実行されるときに、ロード制御のためにエ
アインタフェースにわたって割り付けられたビットの機能としてロード制御コマンドの伝
送を変更することと、あるいは、同時に無線にわたって１つのサブ帯域グループのロード
制御と、徐々に全体のサブ帯域グループを通じたサイクルと、を送信することと、をもた
らす。この装置記憶媒体においては、コードは、実行されるときに、ロード制御コマンド
が実質的に可変であることと、そして、セルにおけるＵＥのインデックス、セルのサブ帯
域のインデックスに、また、存在する場合には、部分周波数繰り返し要因のインデックス
に、したがって変化することと、を可能にする。
【００３４】
　上記装置の他の特定態様においては、セルメトリックオペレーションは、アドミッショ
ン制御、混雑制御、およびシグナルハンドオフ制御、のうちの少なくとも１つである。
【００３５】
　さらなる態様においては、ユーザ機器が異なるサブ帯域グループのコマンドについて異
なって反応するように、異なる及びフレキシブルなサブ帯域コマンドに応答するためのコ
ンピュータ実施可能コードを、記憶媒体上で保存する記憶媒体を備えている装置である。
その反応は、保守的なレスポンス、積極的なレスポンス、比例レスポンスあるいは時間比
例レスポンスのうちの少なくとも１つであってもよい。装置はまた、保存されたコードを
実行するプロセッサも含んでいる。
【００３６】
　また別の態様においては、セルリソース管理を容易にするためのシステムは、異なるサ
ブ帯域のグループについて異なる及びフレキシブルなセルメトリックオペレーションレベ
ルを可能にするための手段を構成している。サブ帯域のグループは、同じあるいは同様の
オペレーショナル特性を備えたサブ帯域から成る。システムは、制御のためにエアインタ
フェースにわたって割り付けられたビットの機能として制御コマンドの伝送を変更するた
めの、あるいは、同時に無線にわたって１つのサブ帯域グループ制御と、徐々に全体のサ
ブ帯域グループを通じたサイクルと、を送信するための手段、をさらに備えている。シス
テムは、制御コマンドが実質的に可変であることと、セルにおけるＵＥのインデックス、
セルのサブ帯域のインデックスに、存在する場合には部分周波数繰り返しのインデックス
に、したがって変化することを可能にするための手段、をさらに備えている。
【００３７】
　上記システムの特定の態様において、セルメトリックオペレーションのための手段は、
アップリンクロード制御オペレーションとなるようにする。アップリンクロードメトリッ
クは、ＩｏＴまたはＲｏＴのうちの１つであってもよい。システムは、ロード制御のため
にエアインタフェースにわたって割り付けられたビットの機能としてロード制御コマンド
の伝送を変更するための、あるいは、同時に無線にわたって１つのサブ帯域グループのロ
ード制御と、徐々に全体のサブ帯域グループを通じたサイクルと、を送信するための、手
段を備えている。システムは、ロード制御コマンドが実質的に可変であることと、セルに
おけるＵＥのインデックス、セルのサブ帯域のインデックスに、存在する場合には部分周
波数繰り返しのインデックスに、したがって変化することと、をもたらすための手段、を
備えている。
【００３８】
　上記システムの他の特定の態様においては、セルメトリックオペレーションのための手
段は、アドミッション制御、混雑制御、及びシグナルハンドオフ制御のうちの少なくとも
１つであるべきである。
【００３９】
　さらなる態様においては、異なる及びフレキシブルなサブ帯域のコマンドに応答するた
めのシステムは、ユーザ機器が異なるサブ帯域グループのコマンドについて異なるように
反応するための手段を備えている。反応についての手段は、保守的なレスポンス、積極的
なレスポンス、比例レスポンス、あるいは、時間比例レスポンス、のうちの少なくとも１
つであってもよい。
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【００４０】
　一態様においては、セル間干渉を緩和する方法は、通信帯域幅をマルチプルサブ帯域に
分割し、サブ帯域ごとのロードインジケータ(a load indicator per sub-band)を供給す
ることによって、粒度(granularity)と、増大される効率性(increased efficiency)を得
る。サブ帯域情報ごとのロードは、バイナリロードインジケータデータとして供給されて
おり、また、サービングセルと、近隣セルに対するブロードキャストとの両方(both a se
rving cell and broadcast to neighboring cells)について供給されている。ユーザ機器
（ＵＥ）は、サブ帯域ベースで、サービングセル及び非サービング近隣セルのロードイン
ジケータデータの両方に対してアクセスを有しており、帯域幅のより完全な使用を可能に
する粒度のレベルについて供給しており、より多くのＵＥは、与えられた帯域幅内のロー
ドにおいて動作することができる。
【００４１】
　別の態様においては、ＵＥベースのロード管理を通じてセル間干渉を制御し、減らす方
法が開示されている。方法は、同期あるいは非同期のいずれかで動作するマルチプルセル
を頑健に(robustly)扱っており、また、セル間干渉の減少を最適化することにおける要因
となるように個別のＵＥ機能(individual UE capability)を可能にする。ＵＥが開始され
るとき、サービングセルオペレーションのタイプを示して（例、同期あるいは非同期）、
サービングセルアクセスノードからメッセージを典型的に受信する。オペレーションのタ
イプは、セル間干渉を減らすことにおいて１つの方法あるいは別の方法にＵＥを従わせる
ことができる。現在の方法は、オペレーションのサービングセルのモードに依存する可能
性のない、セル間干渉縮小のベストな方法をＵＥが見つけ出すことを可能にする。１つの
非制限な例においては、ＵＥは、非同期セルにおいて動作していてもよいが、近隣セルの
ロードデータに直接にアクセスする機能を有している。このケースにおいては、サービン
グセルのバックホールチャネルを通じて到達することができるサブ帯域情報ごとの近隣セ
ルバイナリロードを待機することよりもむしろ、サブ帯域ごとのより早い直接的な近隣セ
ルのバイナリロードに依存して、その伝送パワースペクトル密度を減らすためにあるいは
維持するためにＵＥは動作することができる。
【００４２】
　一態様においては、セル間干渉の緩和を容易にする方法は、セル帯域幅をＮ個のサブ帯
域に分割することと、ここにおいて、Ｎは、整数＞２である；個々のユーザ機器（ＵＥｓ
）に対して個々のサブ帯域を割り当てることと；サブ帯域の割り当てをトラッキングする
ことと；近隣セルに対して、サブ帯域の割り当てをブロードキャストすることと；を備え
ている。
【００４３】
　別の態様においては、コンピュータ可読記憶媒体は、コンピュータ可読記憶媒体上で、
セル帯域幅をＮ個のサブ帯域に分割することと、ここにおいて、Ｎは、整数＞２である；
個々のユーザ機器（ＵＥｓ）に対して個々のサブ帯域を割り当てることと；サブ帯域の割
り当てをトラッキングすることと；近隣セルに対して、サブ帯域の割り当てをブロードキ
ャストすることと；を備えている動作(acts)を実行するためのコンピュータ可読インスト
ラクションを保存している。
【００４４】
　また、別の態様において、装置は、記憶媒体を備えており、記憶媒体は、次の動作であ
る、セル帯域幅をＮ個のサブ帯域に分割することと、ここにおいて、Ｎは、整数＞２であ
る；個々のユーザ機器（ＵＥｓ）に対して個々のサブ帯域を割り当てることと；サブ帯域
の割り当てをトラッキングすることと；近隣セルに対して、サブ帯域の割り当てをブロー
ドキャストすることと；を実行するための、記憶媒体上で保存されたコンピュータ実行可
能インストラクションを備えている。プロセッサは、コンピュータ実行可能インストラク
ションを実施する。
【００４５】
　一態様においては、セル間干渉の緩和を容易にするシステムは、セル帯域幅をＮ個のサ
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ブ帯域に分割するための手段と、ここにおいて、Ｎは、整数＞２である；個々のユーザ機
器（ＵＥｓ）に対して個々のサブ帯域を割り当てるための手段と；サブ帯域の割り当てを
トラッキングするための手段と；近隣セルに対して、サブ帯域の割り当てをブロードキャ
ストするための手段と；を備えている。
【００４６】
　別の態様においては、セル間干渉の緩和を容易にする方法は、割り当てられたサブ帯域
を受信することと、ユーザ機器（ＵＥ）の機能を識別することと、もしＵＥが機能スレッ
シュホールドを満たす場合には、サブ帯域ロードインジケータのデータを衝突させること
について近隣セルを見ることと、衝突(conflict)が存在する場合にはＵＥパワーを減らし
、衝突が存在しない場合には、ＵＥパワーを維持することと、を備えている。
【００４７】
　さらに別の態様においては、コンピュータ可読記憶媒体は、割り当てられたサブ帯域を
受信することと、ユーザ機器（ＵＥ）の機能を識別することと、もしＵＥが機能スレッシ
ュホールドを満たす場合には、サブ帯域ロードインジケータのデータを衝突させることに
ついて近隣セルを見ることと、衝突が存在する場合にはＵＥパワーを減らし、衝突が存在
しない場合には、ＵＥパワーを維持することと、を備える動作を実行するためのコンピュ
ータ可読インストラクションをコンピュータ可読ストレージ上で保存している。
【００４８】
　さらに別の態様において、装置は、記憶媒体を備えており、記憶媒体上で保存された、
次の動作である、割り当てられたサブ帯域を受信することと、ユーザ機器（ＵＥ）の機能
を識別することと、もしＵＥが機能スレッシュホールドを満たす場合には、サブ帯域ロー
ドインジケータのデータを衝突させることについて近隣セルを見ることと、衝突が存在す
る場合にはＵＥパワーを減らし、衝突が存在しない場合には、ＵＥパワーを維持すること
と、を実行するためのコンピュータ実行可能インストラクションを備えている。プロセッ
サは、コンピュータ実行可能なインストラクションを実行する。
【００４９】
　前述および関連する目的の実現のために、１つまたは複数の実施形態は、この後十分に
説明され、そして特許請求の範囲において特に示される、特徴を備えている。以下の説明
および添付図面は、詳細に、ある説明のための態様を記述しており、そして、実施形態の
原理(principles)が使用されることができる様々な方法のうちのほんの少しを示している
。他の利点および新規な特徴は、図面と共に考慮されるとき、以下の詳細な説明から明ら
かとなるであろう、また、開示された実施形態は、すべてのそのような態様およびそれら
の同等物(equivalents)を含むように意図されている。
【図面の簡単な説明】
【００５０】
【図１】図１は、ここに記載された様々な態様にしたがった無線通信システムの図示であ
る。
【図２】図２は、ここに説明された様々な態様にしたがった可変およびフレキシブルなロ
ード制御のオペレーショナル特性の例示的な図である。
【図３】図３が、ここに記載された様々な態様にしたがった、さらなる可変及びフレキシ
ブルなロード制御のオペレーショナル特性の例示的な図である。
【図４】図４は、サブ帯域バイナリロードインジケータと、帯域幅バイナリロードインジ
ケータと、の例示的な図である。
【図５】図５は、ここに記載された様々な態様にしたがった、伝送フレキシビリティの例
示的な図である。
【図６Ａ】図６Ａおよび６Ｂは、ここに記載された様々な態様にしたがった、ロード制御
の例示的な図示である。
【図６Ｂ】図６Ａおよび６Ｂは、ここに記載された様々な態様にしたがった、ロード制御
の例示的な図示である。
【図７Ａ】図７Ａおよび７Ｂは、ここに記載された様々な態様にしたがって、ロード制御
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ステップサイズの修正アプローチ(load control stepsize modification approaches)を
図示する。
【図７Ｂ】図７Ａおよび７Ｂは、ロード制御ステップサイズの修正アプローチを、ここに
上述される様々な態様にしたがって図示する。
【図８】図８は、本願が制御するセル間干渉の例示的な態様の図である。
【図９】図９は、様々な態様にしたがってインプリメントされた、例示的な通信システム
（例、セルラ通信ネットワーク）の図である。
【図１０】図１０は、様々な態様に関連づけられた例示的なエンドノード（例えば、モバ
イルノード）の図である。
【図１１】図１１は、ここに記述された様々な態様にしたがってインプリメントされた例
示的なアクセスノードの図である。
【図１２】図１２は、様々な態様にしたがって異なるサブ帯域についての可変及びフレキ
シブルなシステムのオペレーショナル特性をインプリメントするための例示的な高レベル
の論理フロー図である。
【図１３】図１３は、様々な態様にしたがって異なるサブ帯域についての可変及びフレキ
シブルなシステムのオペレーショナル特性を処理するための例示的な高レベル論理フロー
図である。
【図１４】図１４は、様々な態様にしたがった、例示的な中間レベルの論理フロー図であ
る。
【図１５】図１５は、様々な態様にしたがった、可変およびフレキシブルなロード制御コ
マンドを処理するための例示的な高レベルの論理フロー図である。
【図１６】図１６は、様々な態様にしたがった、例示的な中間レベルの論理フロー図であ
る。
【図１７】図１７は、セル間干渉の緩和に関する態様を図示しているフロー図である。
【図１８】図１８は、セル間干渉を緩和することに関する一態様を図示しているフロー図
である。
【図１９】図１９は、様々な態様にしたがった同期及び非同期の直交システムにおいて、
ＵＥベースのセル間干渉緩和についての例示的な論理フロー図である。
【図２０】図２０は、同期直交システムにおけるＵＥベースのセル間干渉緩和のための例
示的な論理フロー図である。
【図２１】図２１は、非同期直交システムにおけるＵＥベースのセル間干渉緩和のための
例示的な論理フロー図である。
【図２２】図２２は、セルリソース管理を容易にするシステムを図示し、セル間干渉を緩
和するシステム図である。
【詳細な説明】
【００５１】
　特許請求された主題は、図面を参照して説明されており、全体を通して、同様の参照文
字は、同様のエレメントを指すように使用される。以下の説明においては、説明の目的の
ために、非常に多くの具体的な詳細な説明が、１つまたは複数の態様の完全な理解(a tho
rough understanding)を供給するために記載されている。それは、明白かもしれないけれ
ども、そのような実施形態（単数または複数）は、これらの具体的な詳細なしで実行され
ることができる。他の例において、よく知られたストラクチャおよびデバイスは、1つま
たは複数の実施形態を説明することを容易にするために、ブロック図の形で示されている
。本願で使用されるように、用語「コンポーネント(component)」、「モジュール(module
)」、「システム(system)」、および同様なものは、コンピュータ関連のエンティティ(co
mputer-related entity)、ハードウェアか、ファームウェアか、ハードウェアとソフトウ
ェアの組み合わせか、ソフトウェアか、あるいは実行中のソフトウェアか、を指すように
意図されている。例えば、コンポーネントは、限定されてはいないが、プロセッサ上で実
行中のプロセス、プロセッサ、集積回路、オブジェクト(object)、実行ファイル(an exec
utable)、実行スレッド(thread of execution)、プログラム、および／またはコンピュー
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タ、であってもよい。例として、コンピューティングデバイス上で実行しているアプリケ
ーションと該コンピューティングデバイスの両方は、コンポーネントであってもよい。１
つ以上のコンポーネントは、プロセスおよび／または実行スレッド内に常駐(reside)する
ことができ、また、コンポーネントは、１つのコンピュータ上に局在化されてもよいし、
かつ／または２つ以上のコンピュータの間で分散され（distributed）てもよい。さらに
、これらのコンポーネントは、コンピュータ可読媒体上に保存された様々なデータ構造を
有している様々なコンピュータ可読媒体から実行することが出来る。コンポーネントは、
ローカルなプロセスおよび／または遠隔のプロセスで、例えば、１つ以上のデータパケッ
ト（例、ローカルシステム、分散システムにおいて、および／または、信号経由で他のシ
ステムを備えたインタ
ーネットのようなネットワークにわたって、別のコンポーネントと相互作用している１つ
のコンポーネントからのデータ）を有している信号に従って、通信することが出来る。
【００５２】
　様々な実施形態は、いくらかのデバイス、コンポーネント、モジュール、および同様な
ものを含むことができるシステムの点から示されるであろう。様々なシステムが、追加の
デバイス、コンポーネント、モジュール等を含んでもよい、及び／または、図に関連して
説明されるデバイス、コンポーネント、モジュール等のすべてを含まなくてもよいという
ことは理解され、認識されるべきである。これらのアプローチの組み合わせもまた使用さ
れることができる。
【００５３】
　用語「例示的な(exemplary)」は、「例(example)、インスタンス(instance)、又は例証
 (illustration)として機能している」を意味するように、ここでは使用されている。「
例示的な(exemplary)」としてここに説明される、いずれの実施形態あるいは設計(design
)は、他の実施形態あるいは設計よりも、好ましいまたは有利であるとして、必ずしも解
釈されるべきではない。用語「リスニング(listening)」は、レシピエントデバイス（ア
クセスポイントあるいはアクセス端末）がデータを受信し、与えられたチャネル上で受信
されたデータを処理することを意味するようにここでは使用される。
【００５４】
　様々な態様は、通信リソースを遷移することに関連して、推定のスキーム及び／または
技術(inference schemes and/or techniques)を組み込むことができる。ここに使用され
ているように、用語「推定(inference)」は、イベント及び／またはデータを介してキャ
プチャされるものとして１セットのオブザベーションから、システム、環境、及び／また
はユーザ、の状態(states)を理由付けする、あるいは、推定する、プロセスを一般に指す
。推定は、特定のコンテキストあるいはアクションを識別するために利用されることがで
き、または、例えば状態に関する確率分布を生成することができる。推定は、見込みに基
づいて(probabilistic)いてもよく、すなわち、関心の状態に関する確率分布の計算は、
データ及びイベントの考慮あるいは決定理論的(decision theoretic)に基づいており、ユ
ーザの目標及び意図において不確実なコンテキストにおいて、見込みに基づく推定の際に
作り、そして最も高く期待される効用のディスプレイのアクション(display action)を考
慮する。推定は、また、１セットのイベントおよび／またはデータからの高レベルイベン
トを構成するために、利用される技術を指すことができる。そのような推定は、イベント
が時間的近接性(close temporal proximity)に相関されようがなかろうと、またイベント
及びデータが１つまたはいくつかのイベント及びデータソースによってもたらされようが
 (come from)、１セットのオブザーブされたイベントおよび／または保存されたイベント
のデータから、新しいイベントあるいはアクションの構成(construction)を結果としても
たらす。
【００５５】
　さらに、様々な態様は、加入者局に関連してここにおいて説明される。加入者局は、ま
た、システム、加入者ユニット、モバイル局、モバイル、遠隔局、アクセスポイント、遠
隔端末、アクセス端末、ユーザ端末、ユーザエージェント、ユーザデバイス、モバイルデ
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バイス、ポータブル通信デバイス、あるいはユーザ機器と呼ばれることができる。加入者
局は、セルラ電話(cellular telephone)、コードレス電話、セッション開始プロトコル(S
ession Initiation Protocol)（ＳＩＰ）電話、ワイヤレスローカルループ(wireless loc
al loop)（ＷＬＬ）局、携帯情報端末(personal digital assistant)（ＰＤＡ）、ワイヤ
レス接続機能を有するハンドヘルドデバイス(handheld device)、またはワイヤレスモデ
ムに接続された他の処理デバイス、であってもよい。
【００５６】
　さらに、ここに説明される様々な態様あるいは特徴は、標準プログラミング及び／また
は工学技術を使用して、方法、装置、あるいは製造品としてインプリメントされることが
できる。ここに使用されている、用語「製造品(article of manufacture)」は、いずれの
コンピュータ可読デバイス、キャリア、あるいはメディアからアクセス可能なコンピュー
タプログラムを含むように意図されている。例えば、コンピュータ可読メディアは、限定
されないが、磁気保存デバイス（例、ハードディスク、フロッピー（登録商標）ディスク
、磁気ストリップ(magnetic strips）…）、光学ディスク（例、コンパクトディスク（Ｃ
Ｄ）、デジタル汎用ディスク（ＤＶＤ）…）、スマートカード、及びフラッシュメモリデ
バイス（例、カード、スティック、キードライブ…）を含むことができる。さらに、ここ
に説明される様々な記憶媒体は、情報を保存するための、１つまたは複数のデバイス(one
 or more devices)、及び／または他のマシン可読媒体を表わすことができる。用語「マ
シン可読媒体(machine-readable medium)」は、限定されることなく、無線チャネルと、
インストラクション（単数または複数）および／またはデータを保存し、含み、および／
または搬送することができる、様々な他のメディアと、を含むことができる。
【００５７】
　図１は、分割される帯域幅方法１００に関連づけられているセルメトリックのいくつか
の例示的な例を表す。システム性能の最適化を目指して、市場動向は、産業を、単純な通
信プロトコルの方へと移してきた。ここに説明され、特許請求される態様は、マルチプル
サブ帯域への帯域幅の区分を介してオーバーヘッドを処理することを増大させることによ
って、従来の知恵と市場動向に対抗する。サブ帯域は、サブ帯域の全域で、コンスタント
であるセルメトリックオペレーションレベルに関連づけられるようには、さらに制約され
ていない。一般に、これは以下のように表わされることができる： 
【数３】

【００５８】
　マルチプルサブ帯域の使用及びそれらの制御は、データのトラッキング、及び最適化の
ための、予期されるプロセッシングロードを負う。しかしながら、そのような予期される
プロセッシングロードに耐える結果として、全体のシステムの性能の最適化は、サブ帯域
のより多くの粒度制御とシステムリソースの増大された利用とによって供給されるフレキ
シビリティの結果として容易にされる。例えば、単一の制御を備えた従来システムにおい
て、与えられたセル内の各ユーザは、近隣セルに干渉を結果としてもたらすことができる
パワーを増大させることができる。これに応じて、近隣セルのＵＥは、代わりに他のセル
における干渉をもたらすであろう干渉を克服するために、それらのパワーを増大させるこ
とによって、多分、応答するであろう。したがって、パワーブースティングコンパウンド
干渉に対して、そのような収束が、作られる。
【００５９】
　一態様においては、テレコミュニケーションシステムのアクセスノード（例、セル、基
地局）は、与えられた帯域幅１０１を通じて、エンドノード（例、ユーザ機器（ＵＥ））
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を含んでいる他のノードと通信する。帯域幅は、いくつかのサブ帯域Ｎに分けられており
、ここにおいて、Ｎは、整数１０２である。サブ帯域は、同様のサブ帯域特性のグループ
に、論理的に参照されることができる。異なる特性１０３の数は、制約されていない。セ
ルオペレーションメトリックの生成は、サブ帯域ごとのグループベースで実行されること
ができる。各サブ帯域のグループについては、基地局におけるオペレーショナルメトリッ
ク(operational metric)は、与えられたグループの全体のセットのサブ帯域にわたって平
均化されており、また、システムコマンドを生成するためにグループ特定ターゲット特性
と比較される。例示的な例１０４は、３つのサブ帯域のグループを描いており、それぞれ
サイズ２で描かれている。この例において、サブ帯域のそれぞれは、同じサイズであり、
また、帯域幅の順においてそれぞれとなり同士に(next to each other)配置されている。
フレキシビリティの一態様は１０５で描かれており、ここにおいて、いずれの特定のグル
ープに属しているサブ帯域の数は、ｎ個のサブ帯域の一定の大きさに作られる(sized)こ
とができ、ｎ＝１からｎ＝Ｎ個のサブ帯域までであり、なお、Ｎ＝利用可能なサブ帯域の
トータル数である。サブ帯域のグループ１は、３つのサブ帯域を含んでおり、サブ帯域グ
ループ２は、単一のサブ帯域を含んでおり、サブ帯域グループＮは、残りのサブ帯域を含
んでいる。追加のフレキシビリティは、同様の特性の要件が、連続するサブ帯域(contigu
ous sub-bands)に適用される必要がないという点において、１０６において見られること
ができる。サブ帯域グループ１は、サブ帯域１及び５を含んでいるが、サブ帯域２は、サ
ブ帯域２及び４を含んでいる。
【００６０】
　図２を参照すると、可変及びフレキシブルなセルメトリックオペレーショナル特性の一
態様が開示されている。セルラネットワークにおいてＵＥのパワーロード条件(power loa
d conditions of UE’s)を制御することは、サービス品質のプライマリ(primary)及びき
わめて重大な(vital)態様である。制限しない例において、ＩｏＴ２００を利用するパワ
ー制御方法が議論されている。この態様においては、我々は、同様あるいは同じＩｏＴオ
ペレーションレベルを備えた１セットのサブ帯域として、サブ帯域グループを定義するの
で、それらは、アップリンクロード管理の観点から同じに扱われることができる。サブ帯
域２０１の数は、サブ帯域２０６ごとの制御メトリックに関係付けられている。メトリッ
ク２０２の値は、２０３、２０４、及び２０５とリストされた３つの値である。一般的な
用語において、各サブ帯域は、サブ帯域ｎ＝１，…，Ｎについて、ＩｏＴｔｈ（ｎ）とし
て表わされているターゲットＩｏＴオペレーションレベルを有しており、また、これらの
ターゲットレベルは、異なる及びフレキシブルであることが次のように可能にされている
。
【数４】

【００６１】
　ノード間で交換される２つのタイプのトラフィックがあり、すなわち、制御２０３及び
データ２０４、２０５のトラフィックである。制御トラフィック伝送は、典型的には、チ
ャネル適応ではないので、ＩｏＴオペレーティングレベルは、比較的低いレベルで維持さ
れなくてはならない。本発明の一態様は、制御トラフィック制約されたサブ帯域２０３と
して、１つまたは複数のサブ帯域(one or more sub-bands)を指定することである。Ｉｏ
Ｔオペレーティングレベルは、典型的に、セル端ユーザからの制御トラフィックによって
制限される。セル端ユーザは、一般に、厳しいチャネル欠陥(severe channel impairment
s)を経験し、パワー制限となる可能性が大きい。パワー制限と同様、エラーレートは、増
大し、Ｈ－ＡＲＱのような事前のエラー制御メカニズム(advanced error control mechan
ism)は、データ同様トラフィックを制御することに対してそれほど適用可能でないかもし
れない。制御トラフィックは、しばしば、チャネル独立したレートで伝送される。これら
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の要因は、頻繁の低ＩｏＴオペレーションポイント、例えば約５ｄＢあたり、に寄与する
。したがって、アップリンクロードメトリック（例、ＩｏＴオペレーティングレベル）は
、セル端ユーザから制御トラフィックによって、典型的に制限される。
【００６２】
　しかしながら、よいチャネル条件を備えたユーザは、パワー制限される可能性が低く、
より高いＩｏＴポイントをサポートすることができる。セル端からの非フレキシブル及び
低いＩｏＴオペレーションレベルは、したがって、データトラフィックについてのアップ
リンクロード管理を不必要に非効率にする。
【００６３】
　非制御制約されたサブ帯域（Ｄサブ帯域と呼ばれる）は、マルチプルグループ２０４、
２０５にさらに分割されることができる。一実施形態においては、Ｄサブ帯域は、２つの
カテゴリに分けられており、１つは、ミディアムジオメトリ(medium geometries)を備え
たユーザのために意図された真ん中の範囲(middle-range)と呼ばれており、もう一方は、
サービングセクタに近く、また、ラージジオメトリ(large geometries)を備えたユーザの
ために意図された下の範囲(low-range)と呼ばれている。典型的には、ＩｏＴｔｈ（Ｄサ
ブ帯域、低い範囲）＞ＩｏＴｔｈ（Ｄサブ帯域、中間範囲）＞ＩｏＴｔｈ（Ｃサブ帯域）
を有している。ここで、可能にされる変動性(allowed variability)は、サービングセル
のセンタにより近いＵＥ(UE’s)に割り当てられることができる低い範囲のＤサブ帯域に
ついてのより高い制御制限を有しているオプションを表わしている。このロケーションに
おいては、ＵＥ(UE’s)は、セル間干渉のような望ましくない効果なしで、より高いロー
ドを扱うことができる可能性がより高い。
【００６４】
　制御トラフィックは、信頼性のある制御情報伝送が達成されることができるように、基
地局のスケジューラがユーザのチャネル条件についての情報を有している場合、制御制約
されるサブ帯域グループのうちのいくつかの上にあるデータトラフィック同様、Ｄサブ帯
域のいくつかの上でスケジュールされることができるということは理解されるべきである
。
【００６５】
　図３を参照すると、サブ帯域グループの構成は、徐々に動的に変化されることができ、
また、システム条件に対して適合するということと、また、セルエリア３５０によってあ
るいは基地局３３０によって指定された制御サービングセルの異なるセクタ（示されてい
ない）に関して異なっていてもよいということも理解されるべきである。時間Ｔ＝１で、
セルの状態が示されている ３００。セルについての帯域幅は、サブ帯域に分割される ３
１０。ＵＥは、Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ、ＥおよびＦとして表示される。この態様において、セル
メトリックはロード制御、ＩｏＴ、であり、そして帯域幅ごとのロード制御は、同様の特
徴グループI、II、およびIIIにキャプチャされる ３２０。グループＩＩＩは、単一のＵ
Ｅ Ｆから成り、パス３８０上で３７０によって表わされているように高層ビル街を通じ
ての移動(passage through an urban canyon)を経験している。高層ビル街を通じての移
動は、高いパワーレベル及び対応するＩｏＴｔｈ（Ｆ）を必要としているということは認
識されるべきである。グループＩはＵＥ Ａ、Ｂ、およびＣから成る。このグループは、
サービングセル基地局３３０に近接性(close proximity)の下、動作している。前に表わ
されるように、この条件におけるＵＥは、隣接近隣セル(adhjacent neighbor cellls)（
示されていない）におけるＵＥに対してセル間干渉を導出することなく、より高いパワー
レベルを有することができる(may enjoy)。グループＩＩは、ＵＥ Ｄ及びＥから成り、セ
ル端の近くにＵＥについての同じあるいは同様のＩｏＴレベルを共有する。典型的には、
このＩｏＴレベルは、パワーにおいて低くなるであろう。
【００６６】
　時間＝１＋デルタＴのとき、セル３５０の状態は、３００’に変更する。ＵＥ Ｆ’は
、ＵＥ Ｃ’がＵＥ Ｃからのロケーションにおける変更を示すと同時に、高層ビル街３７
０からのそのパス３９０を完了する。ＵＥ Ｃ’およびＵＥ Ｆ’の両方の変更は、セルオ
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ペレーショナル特性において変更を必然的に伴う。ＵＥＡ’およびＵＥＢ’は、移動(mov
ement)をさらに示しているが、特性における対応する変更はなく、その一方で、ＵＥｄ”
およびＵＥ Ｅ’は、表わされた特性において変化なしで静止したままである。これらの
変更で、サブ帯域グループの構成(composition)は変更する。グループＩは、ＵＥ Ａ’と
ＵＥ Ｂ’のみから成る。これらのＵＥは、逆のシステム効果(adverse system effects)
なしで、高いパワーと高いＩｏＴにおいて、まだ動作する能力を有する(enjoy)。グルー
プＩＩは、ＵＥＣ’Ｄ’、Ｅ’、およびＦ’から成る。Ｃ’がＤ’、Ｅ’、およびＦ’と
同じエリアにおいて配置付けられていないが、オペレーティング特性は同じあるいは同様
であるということは注目されるべきである。グループＩＩＩは、状態３００’におけるＩ
ｏＴの高レベルのような要求を備えたＵＥがないとき、取り除かれる。この除去は、制御
サブ帯域グループがフレキシブルのままであるとき、いずれの帯域幅も無駄にしない。こ
れらの変更で、サブ帯域３１０’は、サブ帯域グループが引き受けた(undertaken)という
システム条件に対する適応を示す。
【００６７】
　図４は、現在の発明の一態様の図を供給する。描写されるように、与えられた帯域幅は
、多くのサブ帯域４０１（例えば、Ｎサブ帯域 １～Ｎ）を備えている。各サブ帯域は、
そのあと、そのサブ帯域が使用中４０４にあるか、あるいは特定のセルにおいて使用中４
０５について利用可能かどうかを示して、バイナリ値づけられたロードインジケータ４０
２を供給する。より良質の粒度は、サブ帯域分割４０３で供給されるように帯域幅のバイ
ナリ値づけられたロードインジケータと比較するときに、見られることができ、ここにお
いて、サブ帯域３～Ｎは、サブ帯域１及び２が使用中のときに、実質的に利用可能である
。
【００６８】
　直交セルラシステムにおいて、セル間干渉は、セル端のサービス品質（ＱｏＳ）を確実
にするために、緩和される必要がある。異なるシステムは、異なる形式の技術を利用して
いるが、本質的には、２つの論派がある。ネットワークベースの解決法においては、各セ
ルは、その近隣セルの信号雑音比(signal to noise ratio)（ＳＮＲ）測定値に基づいて
、各ＵＥの伝送パワースペクトル密度（Ｔｘ ＰＳＤ）を制御する－これは、一般的なパ
ケット無線サービス(general packet radio service)（ＧＰＲＳ）に似ている。ＵＥベー
スの解決法においては、各ＵＥは、近隣セルＳＮＲに基づいて、それ自身のＴｘ ＰＳＤ
を制御する。さらに、ＵＥベースの解決法においては、２つの態様がある。近隣セルベー
スの態様においては、各ＵＥは、検出する１サブセットの近隣セル－高速アップリンクパ
ケットアクセス(high-speed uplink packet access)（ＨＳＵＰＡ）、ＬＴＥ、及びＤＯ
ｒＣに似ている、によって送信されるアップリンクロードインジケータをモニタする。サ
ービングセルの一態様においては、サービングセルは、地理的な近隣セル（例、フラッシ
ュで使用される）のアップリンクロードをブロードキャストする。ここに説明される態様
は、上記の２つの解(solutions)を適切に組み合わせる、ＵＥベースのアップリンクロー
ド管理スキームを利用する。
【００６９】
　開示されたＵＥベースのロード管理システムは、同期あるいは非同期のいずれかで動作
する、マルチプルセルにわたって(across)処理されることができる。このことは、個別の
ＵＥ機能がセル間干渉の縮小を最適化することにおける要因になることを可能にする。Ｕ
Ｅが開始されるとき、サービングセルオペレーションのタイプを示して（例、同期あるい
は非同期）、サービングセルのアクセスノードからメッセージを典型的に受信する。オペ
レーションのタイプは、セル間干渉を縮小することにおいて、ある方法あるいは別の方法
に、ＵＥを従わせることができる。現在の方法は、オペレーションのサービングセルのモ
ードに依存する可能性のない、セル間干渉の縮小のベストな方法をＵＥが見つけ出すこと
を可能にする。１つの制限しない例において、ＵＥは、非同期セルにおいて動作している
が、近隣セルのロードデータを直接にアクセスする機能を有している。このケースにおい
ては、サービングセルのバックホールチャネルを通じて到達することができるサブ帯域情
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報ごとの近隣セルバイナリロードを待機するよりも、サブ帯域情報ごとのより早いダイレ
クト近隣セルバイナリロードに依存して、その送信パワースペクトラム密度を減らすある
いは維持するために、ＵＥは動作することができる。
【００７０】
　ＵＥベースのアプローチにおいては、各解決法の賛否両論(pros and cons of each sol
ution)がある。近隣セルベースの態様においては、ＵＥは、近隣セルのロードを早く検出
することができる。しかしながら、非同期システムにおいては、ＵＥは、マルチプル高速
フーリエ変換(fast fourier transform)（ＦＦＴ）タイミングを維持する必要があり、各
近隣セルのうちの１つが検出されると、－それは、否定(con)である可能性がある。サー
ビングセルベースの態様においては、ＵＥは、いずれの近隣セルのタイミングも維持する
必要はない－これは有利である。しかしながら、ロード情報は、バックホール(con)を通
じて伝播する必要がある。
【００７１】
　ハイブリッドアプローチ（例えば様々な特徴を組み合わせる）は、改善されたパフォー
マンスを結果としてもたらす。組み合わせるために、各セルは、両方のパラメータをブロ
ードキャストし、受信機（Ｒｘ）におけるアップリンクセル間干渉が見られる。バイナリ
値付けられたロードインジケータは、サブ帯域ごとに利用され、このことは、それぞれの
セルが特定のサブ帯域上でロードされるか、されないかどうかを示す。サブ帯域は、トー
タルシステム帯域幅よりも小さいあるいは等しい（例、それぞれ９００ＫＨｚの２０のサ
ブ帯域と１８ＭＨｚのスパンされた帯域幅とを備えた２０ＭＨｚシステム）。伝送は、プ
ライマリブロードキャストチャネル上で行われる(broadcast channel)（ＢＣＨ）。近隣
セルのロードに関して、ロードすることは、地理的に近いセルから行なわれており、ロー
ドはサブ帯域ごとに示される。
【００７２】
　ＵＥの態度(behavior)に関して、ＵＥは、検出される近隣セルのロードに依存してＴｘ
ＰＳＤを減らす。検出は、２つのアプローチ：（１）近隣セルから伝送された復号された
ロードインジケータ、（２）サービングセルから伝送された復号された近隣セルのロード
情報、のいずれかに基づいている。同期システムにおいては、ＵＥは、近隣セルから伝送
されたロードインジケータに依存する。非同期システムにおいては、ＵＥは、サービング
セルから送信された近隣セルのロード情報に依存する。
【００７３】
　代替的な態様においては、ＵＥ機能（例えば、マルチプルＲｘタイミングを維持する機
能、ＴｘＢＷ機能（１０ＭＨｚ対２０Ｍｈｚ、及びピークデータレート機能）に依存して
非同期システムにおける態度を構想する(envision)ことができる。ＵＥは、システムが同
期かどうかを知っており、情報は、ＢＣＨ（ブロードキャストチャネル）上でシステムパ
ラメータの一部として伝送される。
【００７４】
　前述の議論は、与えられたセルについてサブ帯域に帯域幅を分割することに焦点を当て
る。開示された態様は、この例によって限定されていないということは理解されるべきで
あり、セルをセクタに分割し、そのあと、セクタ帯域をサブ帯域に分割するような他のア
プリケーションを含んでいる。
【００７５】
　また、別の態様が図５に示されている。一態様において、ロード制御コマンドの伝送（
および／または符号化）は、ロード制御のために無線インタフェースにわたって割り付け
られるビットの数に依存するようにさせられ、全体の帯域幅を通じて、一度にサブ帯域を
、一度にグループを、一度に単一のビットを、一度に１セットのビットを、あるいはそれ
らの組み合わせを、サイクルさせる(be it cycling)。すべてのサブ帯域グループについ
てのロード制御情報を伝播させるために、我々は、一度に無線にわたって１つのサブ帯域
グループのロード制御を送信し、全体のサブ帯域グループを通じて徐々にサイクルするこ
とができる。
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【００７６】
　この態様５００は、１０ｍｓの典型的なタイムスライス５１０を表示する。そのタイム
スライス内で、５つのサブ帯域５２０、５３０、５４０、５５０、及び５６０は、通信用
の規則的なタイムスロットを、供給される。制御制約されたサブ帯域についてのスロット
は、データについての帯域幅を増大させるために修正される。状態５７０においては、制
御１データは、禁止されたサブ帯域及びタイムスロット(the proscribed sub-band and t
ime slot)において、供給される。制御２～制御Ｎについてのサブ帯域は、制約された制
御グループよりも異なるオペレーショナル特性を備えたデータサブ帯域グループに属する
ということが注目されるべきである。状態５８０において、制御２データは、状態４５０
の制御１データと同じタイムスロットと禁止されたサブ帯域(proscribed sub-band)にお
いて、送られる。このケースにおいては、制御１および制御Ｎに対応するさらなるタイム
スロットは、データを搬送するために除去される(freed)。このサイクルは、状態５９０
まで継続し、なお、制御Ｎタイムスロットは、制御Ｎ特性データを搬送し、すべての他の
制御サブ帯域についてのタイムスロットは、さらなるデータ使用について除去される。こ
の様式において、制御制約されたオペレーショナル特性によって通常制限されるリソース
は、各タイムスライスにおいてデータとより効率的に使用される。したがって、この態様
は、制御伝送の限定要因を実際には省略している、システムのキャパシティ要件（例、制
御トラフィック、モバイル局のアイドルオペレーション）に依存して、すべてのスロット
の代わりに、Ｃサブ帯域がいくつかの特定のタイムスロット（時間において非連続的(non
-contiguous in time)）においてのみ出現し、Ｃサブ帯域レスオペレーション(C-sub-ban
ds-less operations)を限定するように動作する。どのくらい頻繁に制御ビットが送られ
るかを制御することによって、従来のロード制御のケースと比較して、より少ない周波数
アップリンクロード制御を有し、データトラフィックについてのリソースを開く(open up
)ことは可能である。
【００７７】
　あるいは、他の個別の符号化／ジョイント符号化オプション、例えば図７でより詳細に
説明されるような、ｏｒ－ｏｆ－ｄｏｗｎ ｒｕｌｅ、ｏｒ－ｏｆ－ｕｐ ｒｕｌｅ、サブ
帯域グループコマンドのより複雑な組み合わせ、もまた可能であるという態様において、
構想されることができる。
【００７８】
　図６Ａおよび６Ｂは、現在のアプリケーションの別の態様を表示する。一般的に、端末
におけるパワースペクトラム密度（ＰＳＤ）調整ステップサイズ（ＳＳ）は、異なるサブ
帯域グループコマンドについて異なるように、異なるモバイル局について異なるように（
チャネル条件）、及び／または、異なるセルについて異なるように、特に異なる周波数繰
り返し要因について、設計されることができる。すなわち、ステップサイズ（例、ダウン
コマンド、アップコマンド、あるいはホールドコマンド）は、Δ（Ｋ，Ｍ，Ｒ）≧０とし
て表されることができ、ここで、Ｋはモバイル局のインデックスであり、Ｍはサブ帯域グ
ループのインデックスであり、Ｒは、周波数繰り返しインデックスである。ステップサイ
ズは、Ｋ、ＭおよびＲのいくつかの組み合わせに関しては、０である可能性がる。
【００７９】
　図６Ａにおいて、基地局６２０によって制御されるように、セル６００は、部分周波数
繰り返しに基づいてセクタに分けられる。セクタは、６１０１，６１０２，…６１０Ｒと
して記されている。例示的な例において、繰り返し要因は３（Ｒ＝３）である。セルにお
いて示されるいくつかのＵＥおよびそれらは、６３０ｎで記されており、ここにおいてｎ
＝整数Ｋである。Ｋは、セルにおいて動作しているＵＥのトータル数である。Ｋが静的な
数字でない可能性が最も高く、徐々に変更するということは、理解されるべきである。示
されているように、ＵＥ６３０１及び６３０２はセクタ２の６１０２において存在してお
り、またＵＥ６３０３～６３０Ｋはセクタ１の６１０１において存在する。
【００８０】
　図６Ｂにおいては、６２０の帯域幅は、帯域幅６４０１、６４０２、６４０Ｍまで分け
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られている。サブ帯域６４０１～６４０４は、サブ帯域のグループセクタ１として表示さ
れている。サブ帯域６４０５～６４０８はサブ帯域のグループセクタ２として表示されて
いる。サブ帯域６４０９～６４０Ｍは、サブ帯域グループセクタＲを備えている。図３で
説明されるＵＥ(UE’s)の例と同様に個別のＵＥ(UE’s)は、同じセクタ内であっても、市
場的に異なるチャネル条件を有してもよい。さらに、与えられたセクタ内で同様にＵＥ(U
E’s)を制御することができるようになることは望ましいであろうということが構想され
てもよい。以前に示したように、個々のサブ帯域による制御は、さらに有利な特徴である
。現在の態様においては、ＵＥ、サブ帯域、及びセクタ、の条件のそれぞれは、ＵＥ、サ
ブ帯域、及びセクタのインデックスを通じて、６２０から６３０１、６３０２、…６３０

Ｋへと、制御コマンドのステップサイズに、システムデータを組み込むことによってロー
ド制御方法に寄与することができる。したがって、具体的な例として、ＵＥ６３０１は、
サブ帯域６４０５および６４０６を使用している。ＵＥ６３０１に対してパワーを増大さ
せあるいは減少させる特定のロードコマンドは、ＳＳΔ（１、５－６、２）によって決定
されるインクリメンタルパワーのステップサイズを示すことができる。このステップサイ
ズは、他のＵＥ（例えば、６３０３はサブ帯域６４０３を使用しており、ＳＳΔ（３、３
、１）によって決定されるステップサイズを有するであろう）に対して基地局６２０によ
って発行される他のステップサイズコマンドと異なっていてもよい。ＵＥ６３０１につい
てのステップサイズはまた、インデックスがセル６００についての変更ｓｉｎ状態(chang
e sin state)でアップデートされるので、徐々に異なっていてもよい。この方法において
、ステップサイズ制御は、ＵＥ及びシステム制御において、さらにすばらしい精度(far g
reater precision)を供給する要因の数にうまくチューニングされる(fine tuned)ことが
できる。
【００８１】
　図７Ａ及び７Ｂは、ＵＥの様々なコマンドについての異なり及びフレキシブルなセルメ
トリックオペレーショナルレベル(different and flexible cell metric operational le
vels)を扱っていることに関して便利である態様を説明する。限定しない例において、無
線にわたって送信されたロード制御コマンドがサブ帯域グループ依存であるとき、ＵＥは
異なるサブ帯域グループコマンドについて異なって応答することが望ましい。このことは
、ＵＥが１サブ帯域以上を占有し、すべてのサブ帯域がオーバロードされないときには、
とりわけあてはまる。システムパラメータの最適化は、ＵＥが基地局からパワー制御コマ
ンドを修正することを、命令することができる。この態様においては、コマンドのステッ
プサイズは、採択されたアプローチに基づいて、修正される。いくつかのアプローチを可
能にすることは、全体のシステムのパフォーマンスを良質にチューンするための頑強性(r
obustness)を供給する。
【００８２】
　図７Ａにおいて、セルの帯域幅は、サブ帯域７１０とロードインジケータ７２０及び７
２１に関連付けられている。ＵＥは、１サブ帯域グループよりも広く及ぶことができるサ
ブ帯域１及び２において動作しており、したがって、１サブ帯域グループロードコマンド
よりも多く受信する。描かれた例において、サブ帯域グループは、ｎ＝１サブ帯域から成
る。システムコマンド情報に関するＵＥについてのさまざまな可能性のある反応は、すく
なくとも次のアプローチを含むことができる。
【００８３】
　保守的なアプローチ７３０は、ＵＥオペレーティンググループ(UE operating group)を
構成するいずれのサブ帯域におけるＤｏｗｎコマンドの存在にしたがって、ステップサイ
ズ応答をもたらす(yield)であろう。すなわち、もし基地局からのサブ帯域グループパワ
ーコマンド（図示されていない）がＵＥオペレーティンググループを構成するサブ帯域の
うちのいずれについて、パワーダウン命令(a power down direction)を示す場合には、Ｕ
Ｅはパワーダウンのステップを踏むであろう。この方法は、ＳＳＣと示され、「ＯＲ ｏ
ｆ ＤＯＷＮｓ」として要約されることができる。例示的な例において、サブ帯域情報７
２０及び７２１を受信するＵＥは、ステップサイズＳＳＣによってパワーダウンすること
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によって７３１、反応するであろう。
【００８４】
　積極的なアプローチ７４０は、ある条件における値であることができるということが構
想される。このシナリオにおいて、ＵＥは、それが動作するサブ帯域のうちのいずれ（例
、サブ帯域３）もロードされない場合には、パワーを増大するように命令される。この方
法は、ＳＳＡとして示されており、「ＯＲ ｏｆ Ｕｐｓ」として要約されることができる
。この例示的な例においては、サブ帯域情報７２０及び７２１を受信しているＵＥは、ス
テップサイズにＳＳＡよってパワーアップすることによって７４１、反応するであろう。
【００８５】
　コマンドについてのステップサイズが調節されることができる（例えば、サブ帯域が割
り当てられるとき、帯域幅に比例、時間に比例）、比例アプローチ７５０及び７６０もま
た、構想されている。例えば、７５０の制限しない例において、ステップサイズ調整７５
１（ＳＳＰと表わされている）は、サブ帯域関連システムオペレーショナル特性７２０及
び７２１に比例している。７１５は、３サブ帯域のうち２つがロードされているが第３番
目はロードされてないということを示すので、ＵＥは、命令されたダウンワードパワース
ペクトル密度ステップを２／３で比例的に、あるいは、ＰＳＤ ｄｅｌｔａ＝（２／３）
＊ＮＯＭ＿ＳＴＥＰ＿ＳＩＺＥで修正することができる
　図７Ｂは、特定のＵＥについてのサブ帯域が割り当てられるときに、ロード制御に対す
るＵＥ応答が時間７７０に比例的である、一実施形態を開示する。この方法において、限
定しない例示的な例は、１０ｍｓの時間フレーム７６１を供給しており、ここで、それぞ
れのＮ数のサブ帯域は、１／Ｎｍｓのタイムウィンドウを割り当てられている。１０ｍｓ
フレーム内で、タイムスライスにおけるこのセルについて４つのサブ帯域が表されており
、ＵＥは、サブ帯域１ ｔ１（ｍｓ）を使用し、サブ帯域２ ｔ２（ｍｓ）を使用し、ＵＥ
は、残りの１０－ｔ１－ｔ２（ｍｓ）内で何も送信しない。ＵＥによって使用中の２つの
スライスは、ロードされた１スライスと、ロードされていない１スライスと、の対応する
システム特性を有している。時間比例アプローチ７７０は、そのあと、次のパラメータ：
サブ帯域-１についてのロードインジケータ（真あるいは偽）、サブ帯域-２についてのロ
ードインジケータ（真あるいは偽）、サブ帯域-１＝ｔ１／１０についての時間の部分(fr
action of time)、サブ帯域-２＝ｔ２／１０についての時間の部分、にしたがって、ＰＳ
Ｄ調整をＵＥに供給する。これは、ＳＳＴＰによって示される。
【００８６】
　周波数／時間あるいは他の潜在的な要因のそのような組み合わせのような多くが適用さ
れることができ、示されているように請求項の範囲内に入る。
【００８７】
　図８を参照すると、セル間干渉の緩和の例示的な態様が示されている。セル８５０にお
いて、エンドノード８７０及び８６０は、サブ帯域ロードインジケータ８９０によって表
されているように、サブ帯域１及び２を使用する。セル８５１においても使用されている
、その同じ周波数帯域については、サブ帯域ロードインジケータ８９１は、どのサブ帯域
エンドノード８７１が使用しているかを図示する。エンドノード８６１は、異なる周波数
帯域を一緒に使用している（示されていない）。これらの条件の下、セル間干渉について
の懸念事項は、ＯＦＤＭシステムにおいて重大(critical)であろう。従来の制御において
、７４０によって生成されるようにロードインジケータは、７４１に対して入手できない
かもしれない。ロードインジケータが近隣セル間で共有されるケースにおいては、サブ帯
域の態様は、システムの粒度を増大させる。増大された粒度は、異なるセルにおいて使用
される与えられた周波数において周波数サブ帯域のより効率的な、より密度な使用を可能
にする。図示される例示的な例において、エンドノード７６０、７７０、及び７７１につ
いてのパワースペクトル密度（ＰＳＤ）は、セル間干渉がないので、それらの個別のレベ
ルにおいて現存することができる。エンドノード７７１がサブ帯域２において動作してい
たならば、実際、７４１～７７１まで、７４０～７６０まで、そして７７０からの制御コ
マンドと干渉が存在するであろう。サブ帯域ロードインジケータは、エンドノードすべて



(23) JP 5788555 B2 2015.9.30

10

20

30

40

50

が同じ周波数帯域にあるにも関わらず、干渉もなく、したがって、パワーレベルを変更す
る必要もなく、ＵＥ(UE’s)が伝送パワーにおいて不必要な縮小なしで効率的に動作する
ことを可能にするということを図示する。
【００８８】
　図９を参照すると、ここに示されている様々な実施形態にしたがって、無線通信システ
ム９００が図示されている。システム９００は、通信リンク９０５、９０７、９０８、９
１１、９４１、９４１’、９４１”、９４１Ａ、９４５、９４５’、９４５”、９４５Ｓ
、９４７、９４７’、９４７”および９４７Ｓによって相互接続された、複数のノードを
備えている。例示的な通信システム９００におけるノードは、通信プロトコル（例、イン
ターネットプロトコル（ＩＰ））に基づいて信号（例、メッセージ）を使用して、情報を
交換することができる。システム９００の通信リンクは、例えば、ワイヤ、光ファイバケ
ーブル、及び／または、無線通信技術を使用して、インプリメントされてもよい。例示的
な通信システム９００は、複数のエンドノード９４４、９４６、９４４’、９４６’、９
４４’’、９４６’’を含んでおり、複数のアクセスノード９４０、９４０’、および９
４０’’を介して通信システム９００にアクセスする。
【００８９】
　エンドノード９４４，９４６，９４４’，９４６’，９４４’’,９４６’’は、例え
ば、セルラ電話、スマートフォン、ラップトップ、ハンドヘルド通信デバイス、ハンドヘ
ルドコンピューティングデバイス、衛星ラジオ、グローバルポジショニングシステム、Ｐ
ＤＡ、及び／または、無線通信システム９００全体にわたって通信するためのいずれの他
の適切なデバイスであってもよい。また、エンドノード９４４－９４６は、固定であって
もよいし、モバイルであってもよい。
【００９０】
　アクセスノード９４０，９４０’，９４０’’は、送信機チェーンと受信機チェーンを
備えることができ、それぞれは、当業者によって認識されるように、信号送信及び受信に
関連づけられた複数のコンポーネント（例、プロセッサ、モジュレータ、マルチプレクサ
、デモジュレータ、デマルチプレクサ、アンテナ、等）を代わりに備えることができる。
アクセスノード９４０，９４０’，９４０’’は、例えば無線アクセスルータあるいは基
地局であってもよい。アクセスノード９４０は、固定局及び／またはモバイルであっても
よい。
【００９１】
　エンドノード９４４－９４６は、いずれの与えられた時において、ダウンリンクチャネ
ル及び／またはアップリンクのチャネル上で、アクセスノード９４０（および／または、
異なるアクセスノード（複数または単数））と通信することができる。ダウンリンクは、
アクセスノード９４０からエンドノード９４４－９４６までの通信リンクを指しており、
アップリンクチャネルは、エンドノード９４４－９４６からアクセスノード９４０までの
通信リンクを指している。アクセスノード９４０は、他の基地局（単数または複数）、及
び／または、例えばアカウンティング、ビリングなど、エンドノード９４４－９４６の認
証及び認可などの機能を実行することができるいずれの異なるデバイス（例、サーバ９０
４、ノード９０６、９０８、９１０）と、さらに通信することができる。
【００９２】
　例示的な通信システム９００はまた、相互接続性を供給するために、あるいは、特定の
サービスあるいは機能（例、サービング及び非サービングセルのサブ帯域バイナリ値ロー
ドインジケータデータのためのバックホールパス）を供給するために、使用される多数の
他のノード９０４、９０６、９０９、９１０、及び９１２を含んでいる。特に、例示的な
通信システム９００は、エンドノードに関係する(pertaining)状態の転送及び保存をサポ
ートするために使用されるサーバ９０４を含んでいる。サーバノード９０４は、ＡＡＡサ
ーバ、コンテキスト転送サーバ、ＡＡＡサーバ機能性及びコンテキスト転送サーバ機能性
の両方を含んでいるサーバ、であってもよい。
【００９３】
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　例示的な通信システム９００は、サーバ９０４、ノード９０６及びホームエージェント
ノード９０９、を含んでいるネットワーク９０２を図示しており、対応するネットワーク
リンク９０５、９０７、及び９０８それぞれによって、中間ネットワークノード９１０に
接続されている。ネットワーク９０２における中間ネットワークノード９１０は、また、
ネットワークリンク９１１を介してネットワーク９０２の観点から外部であるネットワー
クノードに対して相互接続性を供給する。ネットワークリンク９１１は、別の中間ネット
ワークノード９１２に接続されており、ネットワークリンク９４１、９４１’、９４１’
’を介して、それぞれ、複数のアクセスノード９４０、９４０’、９４０’’に対してさ
らなる接続性を供給する。
【００９４】
　各アクセスノード９４０、９４０’、９４０’’は、それぞれ対応するアクセスリンク
（９４５、９４７）、（９４５’、９４７’）、（９４５’’、９４７’’）を介して、
それぞれ、複数のＮエンドノード（９４４、９４６）、（９４４’、９４６’）、（９４
４’’、９４６’’）に対して接続性を供給するものとして図示されている。同期システ
ムにおいて、９４５Ｓ及び９４７Ｓのようなアクセスリンクはまた、利用可能である可能
性がある。同期システムあるいは非同期システムにおいては、エンドノードは、９４１Ａ
によって図示されるそれら自体のセル環境の外でアクセスノードに対してアクセスリンク
を確立する機能を有する可能性がある。例示的な通信システム９００においては、各アク
セスノード９４０、９４０’、９４０’’は、アクセスを供給するために無線技術（例、
無線アクセスリンク）を使用されるものとして図示されている。各アクセスノード９４０
、９４０’、９４０’’の無線カバレッジエリア（例、通信セル９４８、９４８’、およ
び９４８’’）は、それぞれ、対応するアクセスノードを囲っている円として図示される
。
【００９５】
　マルチセルネットワークにおけるセル近隣の例示的な態様が表わされている。そのサー
ビスエリア９４８によって表わされるようなセルは、近隣セル９４８’および９４８’’
を有してもよい。平等に、セルは、アクセスノード９４０とその近隣９４０’及び９４０
’’によって表わされていてもよい。現在の発明の一態様にしたがって、各セルは、サブ
帯域１～Ｎについてのサブ帯域バイナリ値付けられたロードインジケータデータ（そのセ
ルで使用されている周波数サブ帯域の場合は、バイナリデータビット１～Ｎ）をブロード
キャストする（例、ＢＣＨチャネル上で）。それ自体のロードインジケータデータに加え
て、バックホールチャネルを通じたセルは、その近隣セルのアクティビティについてサブ
帯域ベースで、バイナリ値づけられたロードインジケータデータもまた送信するであろう
。最小で、アクセスノード９４０は、エンドノード９４４～９４６についてロードデータ
を供給しており、同様に、サブ帯域のすべての近隣セルは、エンドノード９４４’、９４
６’、９４４’’から９４６’’までのエンドノードを含んで使用している。
【００９６】
　この例示的なモデルの間に(that while this an exemplary model)、本発明は、このモ
デルに限定されず、特許請求の範囲においてキャプチャされるすべての並び替えをカバー
するということは注目してください。セルが周波数繰り返しのシナリオにおいてセクタ化
される場合には、そのときには、サブ帯域ごとの近隣セクタバイナリロードインジケータ
データが送信されるであろう（示されていない）。
【００９７】
　例示的な通信システム９００は、ここに記載される様々な態様の説明についての基本と
して表わされている。さらに、様々な異なるネットワークトポロジ(network topologies)
が、特許請求される主題の事柄の範囲内に入るように意図されており、ここで、ネットワ
ークの数及びタイプ、アクセスノードの数及びタイプ、エンドノードの数及びタイプ、サ
ーバと他のエージェントの数及びタイプ、リンクの数及びタイプ、そして、ノード間の相
互接続性は、図９で図示された例示的な通信システム９００のそれとから異なっていても
よい。さらに、例示的な通信システム１００における機能的なエンティティは、省略され
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てもよいし、組み合わされてもよい。また、ネットワークにおける機能エンティティのロ
ケーションあるいは配置(placement)は、異なっていてもよい。
【００９８】
　図１０は、様々な態様に関連づけられた例示的なエンドノード１０００（例、モバイル
ノード、無線端末、ユーザ機器）を図示する。例示的なエンドノード１０００は、図９で
図示されたエンドノード（例、９４４，９４６，９４４’，９４６’，９４４’’，９４
６’’）のいずれか１つとして使用されることができる装置であってもよい。図示されて
いるように、バス１００６によって一緒に結合された、エンドノード１０００は、プロセ
ッサ１００４、無線通信インタフェース１０３０、ユーザ入力／出力インタフェース１０
４０、及びメモリ１０１０を含んでいる。したがって、エンドノード１０００の様々なコ
ンポーネントは、バス１００６を介して、情報、信号、及びデータを交換することができ
る。エンドノード１０００のコンポーネント１００４、１００６、１０１０、１０３０、
１０４０は、ハウジング１００２の中に配置されてもよい。
【００９９】
　無線通信インタフェース１０３０は、エンドノード１０００の内部コンポーネントが外
部デバイス及びネットワークノード（例、アクセスノード）に送信し、外部デバイス及び
ネットワークノード（例、アクセスノード）から受信することができるメカニズムを供給
する。無線通信インタフェース１０３０は、例えば、他のネットワークノードに（例、無
線通信チャネルを介して）エンドノード１０００を結合するために使用される、対応する
受信アンテナ１０３６を備えた受信機モジュール１０３２と、対応する送信アンテナ１０
３８を備えた送信機モジュール１０３４と、を含んでいる。
【０１００】
　例示的なエンドノード１０００は、ユーザ入力デバイス１０４２（例、キーパッド）と
、ユーザ出力デバイス１０４４（例、ディスプレイ）と、をさらに含んでおり、それらは
、ユーザ入力／出力インタフェース１０４０を介してバス１００６に結合されている。し
たがって、ユーザ入力デバイス１０４２と、ユーザ出力デバイス１０４４は、ユーザ入力
／出力インタフェース１０４０及びバス１００６を介して、エンドノード１０００の他の
コンポーネントで情報、信号、及びデータを交換することができる。ユーザ入力／出力イ
ンタフェース１０４０と、関連づけられたデバイス（例、ユーザ入力デバイス１０４２、
ユーザ出力デバイス１０４４）は、様々なタスクを達成するためにエンドノード１０００
をユーザが操作することができるメカニズムを供給する。特に、ユーザ入力デバイス１０
４２とユーザ出力デバイス１０４４は、エンドノード１０００と、エンドノード１０００
のメモリ１０１０において実行するアプリケーション（例、モジュール、プログラム、ル
ーチン、機能、等）と、をユーザが制御することを可能にする機能性を供給する。
【０１０１】
　プロセッサ１００４は、メモリ１０１０において含まれている様々なモジュール（例、
ルーチン）の制御下にあってもよいし、ここに説明されているように様々なシグナリング
及びプロセッシングを実行するように、エンドノード１０００のオペレーションを制御し
てもよい。メモリ１０１０において含まれているモジュールは、スタートアップ時(on st
art up)、あるいは、他のモジュールによって呼び出されるときに、実行される。モジュ
ールは、実行されるときに、データ、情報、及び信号を交換することができる。モジュー
ルは、実行されるときに、データ及び情報も共有することができる。エンドノード１００
０のメモリ１０１０は、シグナリング／制御モジュール１０１２と、シグナリング／制御
データ１０１４と、を含むことができる。
【０１０２】
　シグナリング／制御モジュール１０１２は、状態情報の保存、検索(retrieval)、及び
処理の管理のために、信号（例えば、メッセージ）を受信し、送信することに関する処理
を制御する。シグナリング／制御データ１０１４は、例えばパラメータ、ステータス、及
び／またはエンドノードのオペレーションに関する他の情報、のような状態情報を含んで
いる。特に、シグナリング／制御データ１０１４は、構成情報(configuration informati
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on)１０１６（例、エンドノード識別情報）と、オペレーショナル情報(operational info
rmation)１０１８（例、現在の処理状態についての情報、ペンディング応答の状態、等）
と、を含むことができる。シグナリング／制御モジュール１０１２は、シグナリング／制
御データ１０１４（例、アップデート構成情報１０１６及び／またはオペレーショナル情
報１０１８）、にアクセスする、及び／または、を修正することができる。
【０１０３】
　エンドノード１０００のメモリ１０１０は、コンパラータモジュール(comparator modu
le)１０４６、パワー調整器モジュール(power adjuster module)１０４８、および／また
は、エラーハンドラモジュール(error handler module)１０５０、をさらに含んでもよい
。図示されていないけれども、コンパラータモジュール１０４６、パワー調整器モジュー
ル１０４８、および／または、エラーハンドラモジュール１０５０は、メモリ１０１０に
おいて保存されることに関連づけられたデータを、保存及び／または検索することができ
るということを理解されるべきである。コンパラータモジュール１０４６は、エンドノー
ドに関連づけられた受信された情報を評価し、期待された情報との比較を実現する(effec
tuate)ことができる。
【０１０４】
　エンドノード１０００は、パワー調整器モジュール１０４８と、コンパラータモジュー
ル１０４６と、をさらに含むことができる。パワー調整器１０４８は、アクセスノード１
１００（図１１）（及び／または、異なる無線端末）に関連づけられたパワーレベルを測
定することができる。さらに、パワー調整器モジュール１０４８は、パワーレベルを調整
することを容易にするために、パワーコマンドをアクセスノード１１００に送信すること
ができる。例えば、パワー調整器モジュール１０４８は、第１のサブセットの伝送単位に
関連づけられた１以上の伝送単位(transmission units)で、パワーコマンドを送信するこ
とができる。パワーコマンドは、例えば、パワーレベルを増大させ、パワーレベルを低下
させ、パワーレベルのままであるように、及び同様なものを示すことができる。パワーを
増大させ、あるいは、低下させるためのパワーコマンドの受信の時に、アクセスノード１
１００は、関連づけられたパワーレベルを、固定された（例、プリセットされた）及び／
または可変の量に変更することができる。プリセットされた量は、ある要因（周波数繰り
返し要因、異なるモバイル局におけるチャネル条件）に基づいた可変のサイズであっても
よい。さらに、コンパラータモジュール１０４６は、無線端末（例、アクセスノード１１
００）に関する端末識別子の機能として情報を、第２のサブセットの伝送単位に関連づけ
られた１つ以上の伝送単位において、送信することができる。さらに、１以上のＯＮ識別
子は、セッションＯＮ状態のときに各無線端末に割り当てられることができ、また、ＯＮ
識別子は、第１のサブセット及び第２のサブセットの伝送単位に関連づけられてもよい。
伝送単位は、可変フォーマット（例、時間ドメイン、周波数ドメイン、時間及び周波数ド
メインの両方のハイブリッド）においてであってもよい。
【０１０５】
　パワー調整器モジュール１０４８は、ダウンリンクパワー制御チャネル(downlink powe
r control channel)（ＤＬＰＣＣＨ）にわたって、パワーコマンドを送信することができ
る。一例に従って、リソースは、アクセスノード１１００はセッションＯＮ状態にアクセ
スするときに、エンドノード１０００によってアクセスノード１１００に割り当てられる
ことができ、このようなリソースは、特定のＤＬＰＣＣＨセグメント、１以上のＯＮ識別
子、等を含むことができる。ＤＬＰＣＣＨは、アクセスノード１１００の伝送パワーを制
御する、ダウンリンクパワー制御メッセージを送信するために、基地局セクタアタッチメ
ントポイント（例、パワー調整器１０４８を利用している）によって使用されることがで
きる。
【０１０６】
　コンパラータモジュール１０４６は、パワーコマンドがパワー調整器モジュール１０４
８によって転送されるパワーコマンドと一緒に対応する無線端末（例、アクセスノード１
１００）に関連づけられた情報を送信することができる。例えば、コンパラータモジュー
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ル１０４６は、無線端末（例、アクセスノード１１００）に関連づけられた端末識別子（
例、スクランブリングマスク）の機能として情報を送信することができる。コンパラータ
モジュール１０４６は、ＤＬＰＣＣＨにわたってそのような情報を転送することができる
。図にしたがって、アクセスノード１１００に関連づけられた情報は、パワー調整器モジ
ュール１０４８から１サブセットのパワーコマンドの送信を備えたＤＬＰＣＣＨにわたっ
て送信されてもよい。
【０１０７】
　最適化モジュール(optimizer module)１０５２は、外部情報（例、環境要因(environme
ntal factors)、優先(preferences)、ＱｏＳ、顧客選好(customer preferences)、顧客ラ
ンキング(customer ranking)、履歴情報(historical information)）との割り当てに関連
して利用されることができる。人工知能（ＡＩ）モジュール１０５４は、ここに説明され
ているように、様々な態様（例、遷移通信リソース(transitioning communications reso
urces)、分析リソース(analyzing resources)、外部情報、ユーザ／ＵＥ状態(user/UE st
ate)、優先、サブ帯域の割り当て(sub-band assignments)、パワーレベル設定(power lev
el setting)）を自動的に実行することを容易にするために、人工知能技術を利用するこ
とができる。さらに、推定ベースのスキーム(inference based schemes)は、与えられた
時間及び状態において実行されるべき意図されたアクションを推定することを容易にする
ために、利用されることができる。本発明のＡＩベース態様は、いずれの適切なマシンラ
ーニング(machine-learning)ベースの技術、及び／または、統計ベースの技術、及び／ま
たは、見込みベースの技術を介して実現される可能性がある。例えば、エキスパートシス
テム(expert systems)、ファジーロジック(fuzzy logic)、サポートベクトルマシン(supp
ort vector machines)（ＳＶＭｓ）、隠れマルコフモデル(Hidden Markov Models)（ＨＭ
Ｍｓ）、グリーディサーチアルゴリズム(greedy search algorithms)、ルールベースのシ
ステム、ベイジアンモデル（例、ベイジアンネットワーク）、神経ネットワーク(neural 
networks)、他の非線形トレーニング技術、データフュージョン(data fusion)、有用性ベ
ースの分析的なシステム(analytical systems)、ベイジアンモデルを利用しているシステ
ム、等が熟慮されている。
【０１０８】
　図１１は、ここに説明される様々な態様にしたがってインプリメントされる例示的なア
クセスノード１１００の図示を供給する。例示的なアクセスノード１１００は、図９にお
いて図示されるアクセスノード(例、９４０、９４０’、及び９４０’’)のうちのいずれ
か１つとして使用される装置であってもよい。アクセスノード１１００は、バス１１０６
によって一緒に結合される、プロセッサ１１０４、メモリ１１１０、ネットワーク／イン
ターネットワークインタフェース１１２０、及び無線通信インタフェース１１３０、を含
むことができる。したがって、アクセスノード１１００の様々なコンポーネントは、バス
１１０６を介して、情報、信号、及びデータを交換することができる。アクセスノード１
１００のコンポーネント１１０４、１１０６、１１１０、１１２０、１１３０は、ハウジ
ング１１０２の中に配置されていてもよい。
【０１０９】
　ネットワーク／インターネットワークインタフェース１１２０は、アクセスノード１１
００の内部コンポーネントは、外部デバイスおよびネットワークノードに信号を送信し、
外部デバイスおよびネットワークノードから信号を受信することができるメカニズムを供
給する。ネットワーク／インターネットワークインタフェース１１２０は、アクセスノー
ド１１００を他のネットワークノードに（例、銅線あるいは光ファイバ線を介して）結合
するために使用された、受信機モジュール１１２２と、送信機モジュール１１２４と、を
含む。無線通信インタフェース１１３０は、アクセスノード１１００の内部コンポーネン
トが外部デバイスおよびネットワークノード（例、エンドノード）に信号を送信し、外部
デバイスおよびネットワークノード（例、エンドノード）から信号を受信することができ
る、メカニズムもまた供給する。無線通信インタフェース１１３０は、例えば、対応する
受信アンテナ１１３６を備えた受信機モジュール１１３２と、対応する送信アンテナ１１
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３８を備えた送信機モジュール１１３４と、を含んでいる。無線通信インタフェース１１
３０は、アクセスノード１１００を他のネットワークノードに（例、無線通信チャネルを
介して）結合するために使用されることができる。
【０１１０】
　プロセッサ１１０４は、メモリ１１１０に含まれる様々なモジュール（例、ルーチン）
の制御下にあってもよいし、様々なシグナリング及びプロセッシングを実行するためにア
クセスノード１１００のオペレーションを制御することができる。メモリ１１１０に含ま
れるモジュールは、スタートアップのときに、あるいは、メモリ１１１０において存在す
ることができる他のモジュールによって呼び出されるときに、実行されることができる。
モジュールは、実行するときに、データ、方法、及び信号を交換することができる。モジ
ュールは、実行するときに、データ及び情報を共有することもできる。例として、アクセ
スノード１１００のメモリ１１１０は、状態管理モジュール１１１２と、シグナリング／
制御モジュール１１１４と、を含むことができる。これらのモジュールのそれぞれに対応
して、メモリ１１１０はまた、状態管理データ１１１３と、シグナリング／制御データ１
１１５と、を含むことができる。
【０１１１】
　状態管理モジュール１１１２は、エンドノード、あるいは状態ストレージ及び検索に関
する他のネットワークノードからの受信信号の処理を制御する。状態管理データ１１１３
は、例えば、他のあるネットワークノードにおいて保存される場合に、状態あるいは状態
の一部、あるいは、現在のエンドノード状態のロケーション、のようなエンドノード関連
情報を含む。状態管理モジュール１１１２は、状態管理データ１１１３にアクセスしても
よいし、及び／または、状態管理データ１１１３を修正してもよい。
【０１１２】
　シグナリング／制御モジュール１１１４は、無線通信インタフェース１１３０にわたっ
てエンドノード、に対して／から、また、基本無線機能、ネットワーク管理等のような他
のオペレーションにとって必要なネットワーク／インターネットワークインタフェース１
１１２０にわたって他のネットワークノード、に対して／から、信号の処理を制御する。
シグナリング／制御データ１１１５は、例えば、基本オペレーションについての無線チャ
ネル割り当てに関するエンドノード関連データ、そして、サポート／管理サーバのアドレ
ス、基本ネットワーク通信のための構成情報、のような他のネットワーク関連データ、を
含む。シグナリング／制御モジュール１１１４は、シグナリング／制御データ１１１５に
アクセスしてもよいし、及び／または、シグナリング／制御データ１１１５を修正しても
よい。
【０１１３】
　メモリ１１１０は、固有の識別情報（ＩＤ）割り当てモジュール(a unique identifica
tion (ID) assigner module)１１４０、ＯＮ識別情報（ＩＤ）割り当てモジュール１１４
２、パワーコントローラモジュール１１４４、及び／または、無線端末（ＷＴ）照合モジ
ュール(wireless terminal (WT) verifier module)１１４６、をさらに含むことができる
。固有の割り当てモジュール１１４０、ＯＮ ＩＤ割り当てモジュール１１４２、パワー
コントローラ１１４４、及び／またはＷＴ照合モジュール１１４６は、メモリ１１１０に
維持された関連データを保存する、及び／または、検索する、ことができる、ということ
は認識されるべきである。さらに、固有ＩＤ割り当てモジュール１１４０は、無線端末に
端末識別子（例、スクランブリングマスク）を割り付けることができる。ＯＮ ＩＤ割り
当てモジュール１１４２は、無線端末がセッションＯＮ状態にある間に、ＯＮ識別情報を
無線端末に割り当てることができる。パワーコントローラモジュール１１４４は、パワー
制御情報を無線端末に送信することができる。ＷＴ照合モジュール１１４６は、伝送単位
において無線端末の関連情報を含んで、イネーブルする(enable)ことができる。
【０１１４】
　アクセスノード１１００は、アクセスノード１１００に関連づけられた受信情報を評価
するコンパラータモジュール１０４６をさらに含むことができる。コンパラータモジュー
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ル１０４６は、エンドノード１０００によって記載されるようにアクセスノード１１００
がリソースを使用するかどうかを決定するために受信情報を分析することができ、したが
って、コンパラータモジュール１０４６は、ＤＬＰＣＣＨにわたって送信されるシンボル
のＱコンポーネントにおいて含まれる情報を評価することができる。例えば、エンドノー
ド１０００は、アクセスノード１１００に、割り当てられた識別子（単数または複数）（
例、セッションＯＮ ＩＤ）を有することができ、コンパラータモジュール１０４６は、
アクセスノード１１００が割り当てられた識別子（単数または複数）に関連づけられた適
切なリソースを利用するかどうかを分析することができる。他の例にしたがって、コンパ
ラータモジュール１０４６は、アクセスノード１１００がエンドノード１０００によって
割り付けられたＤＬＰＣＣＨのセグメントを使用しているかどうか、及び／または、エン
ドノード１０００は、アクセスノード１１００に前に割り当てられたリソースを回収する
 (reclaimed)かどうか、を決定することができる。
【０１１５】
　スケジューラモジュール１１４７は、サブ帯域の割り当てと、ここに開示される態様に
関する他のリソース管理機能と、を制御するために様々なモジュールからデータを使用す
る。
【０１１６】
　最適化モジュール１１４８は、外部情報（例、環境要因、優先、ＱｏＳ、顧客選好、顧
客ランキング、履歴情報）との割り当てに関連して利用されることができる。人工知能（
ＡＩ）モジュール１１４９は、ここに説明されているように、様々な態様（例、遷移通信
リソース、分析リソース、外部情報、ユーザ／ＵＥ状態、優先、サブ帯域の割り当て、パ
ワーレベル設定）を自動的に実行することを容易にするために、人工知能技術を利用する
ことができる。さらに、推定ベースのスキームは、与えられた時間及び状態において実行
されるべき意図されたアクションを推定することを容易にするために、利用されることが
できる。本発明のＡＩベース態様は、いずれの適切なマシンラーニングベースの技術、及
び／または、統計ベースの技術、及び／または、見込みベースの技術、を介して実現され
る可能性がある。例えば、エキスパートシステム、ファジーロジック、サポートベクトル
マシン（ＳＶＭｓ）、隠れマルコフモデル（ＨＭＭｓ）、グリーディサーチアルゴリズム
、ルールベースのシステム、ベイジアンモデル（例、ベイジアンネットワーク）、神経ネ
ットワーク、他の非線形トレーニング技術、データフュージョン、有用性ベースの分析的
なシステム、ベイジアンモデルを利用しているシステム、等が熟慮されている。
【０１１７】
　ここに説明される例示的な態様の観点において、開示された主題の事柄にしたがってイ
ンプリメントされることができる方法が説明されている。簡略化のために、方法は、１シ
リーズのブロックとして示され、説明されているが、主張された主題の事柄は、いくつか
のブロックがここに図示され説明された他のブロックと、異なる順序で及び／または同時
に発生するかもしれないので、ブロックの数あるいは順序によって限定されないというこ
とは理解され、認識されるべきである。さらに、必ずしもすべての図示されたブロックは
、それぞれの方法をインプリメントすることを必要としていない。様々なブロックに関連
づけられる機能性は、ソフトウェア、ハードウェア、それらの組み合わせ、あるいは、い
ずれの他の適切な手段（例、デバイス、システム、プロセス、コンポーネント）によって
インプリメントされることができるということは、理解されるべきである。さらに、この
明細書全体にわたって、また下に開示されるいくつかの方法は、様々なデバイスに対して
このような方法をトランスポートし、転送することを容易にするために、製造品上(on an
 article of manufacture)で保存されることができるということは、さらに理解されるべ
きである。当業者は、方法が状態図における例のような１シリーズの相互関係付けられた
状態あるいはイベントとして代替的に表されることができるということを認識し理解する
であろう。
【０１１８】
　図１２は、様々な態様にしたがって、ハイレベルな方法を図示する。１２０２において



(30) JP 5788555 B2 2015.9.30

10

20

30

40

50

、セル帯域幅は、Ｎ個のサブ帯域に分割される（Ｎは、整数＞２である）。１２０４にお
いて、それぞれのサブ帯域は、それぞれのユーザ機器（ＵＥ）に割り当てられる。様々な
割り当てプロトコルはサブ帯域の割り当てを行なうことに関連して利用されることができ
るということは認識されるべきである。例えば、それぞれのサブ帯域は、特定の目的（例
、データタイプ、パワーレベル、距離、干渉緩和、ロードバランシング(load-balancing)
…）のために指定されることができ、また、ＵＥｓは、それに対する近接の機能として(a
s a function of affinity thereto)サブ帯域にそれぞれ割り当てられることができる。
さらに、同様のグループについてのサブ帯域の割り当ては、帯域幅のスペクトラムにおい
て、連続(contiguous)している必要はないということは、理解されるべきである。
【０１１９】
　１２０６においてサブ帯域の割り当ては、それぞれのシステムオペレーショナル特性で
整合されている(matched)。このことは、少なくともパワー制御、アドミッション制御、
混雑制御、及びシグナルハンドオフ制御を含んでいる。
【０１２０】
　１２０８で、サブ帯域の割り当ては、トラッキングされる。１２１０で、コマンドとシ
ステム特性は、特定のサービングセルの制御下でＵＥ(UE’s)にブロードキャストされる
。１２１２で、サブ帯域の割り当ては、近隣セルに（例、サブ帯域の割り当てのこのよう
な近隣セルにおいて、基地局あるいはＵＥｓに通告する(apprise)ために）ブロードキャ
ストされる。ブロードキャストは、バックホールチャネルを通じて、直接近隣セルに無線
で、あるいは他の方法、によってであってもよい。１２１４で、近隣セルサブ帯域の割り
当て同様、サービングセルシステム特性はモニタされる。１２１６で、そのようなモニタ
リングの結果として、もしサブ帯域構成が変更を有するあるいは変更すべきであるという
ことが決定される場合には、最適化スキームは、構成１２２０に関連して利用されること
ができ、もしそうでない場合には、サブ帯域の割り当ては、１２１８で維持される。最適
化スキームの１２２０は、外部情報（例、環境要因、優先、ＱｏＳ、顧客選好、顧客ラン
キング、履歴情報）を利用することができる。別の例においては、割り当ては、単一のセ
ル、あるいは複数のセル全体にわたる、ロードバランシングの機能(a function of load-
balancing)であってもよい。
【０１２１】
　方法の一実施形態は、ここに説明されているように、様々な態様（例、遷移通信リソー
ス、分析リソース、外部情報、ユーザ／ＵＥ状態、優先、サブ帯域の割り当て、パワーレ
ベル設定）を自動的に実行することを容易にするために、人工知能技術を利用することが
できる。さらに、推定ベースのスキームは、与えられた時間及び状態において、実行され
るべき意図されたアクションを推定することを容易にするために利用されることができる
。本発明のＡＩベース態様は、いずれの適切なマシンラーニングベースの技術、及び／ま
たは、統計ベースの技術、及び／または、見込みベースの技術を介して実現される可能性
がある。例えば、エキスパートシステム、ファジーロジック、サポートベクトルマシン（
ＳＶＭｓ）、隠れマルコフモデル（ＨＭＭｓ）、グリーディサーチアルゴリズム、ルール
ベースのシステム、ベイジアンモデル（例、ベイジアンネットワーク）、神経ネットワー
ク、他の非線形トレーニング技術、データフュージョン、有用性ベースの分析的なシステ
ム、ベイジアンモデルを利用しているシステム、等が熟慮されている。
【０１２２】
　図１３は、システムロード制御の具体的なケースにおいて様々な態様にしたがって、ハ
イレベルな方法を図示する。１３１０において、ロード制御に関連するシステムメトリッ
クが得られる。ここにおける情報は、サブ帯域依存ロード制御について処理されている。
【０１２３】
　１３２０において、ロード変更コマンドの最適化ステップサイズが決定されている。こ
のステップは、図１４の中間レベルの方法において、より詳細にカバーされている。１３
３０で、コマンド（及びサブ帯域ごとに関連づけられた特性）は、ＵＥと近隣セルに対し
て送信される。ロード制御コマンドの送信（及び／または符号化）は、ロード制御につい
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て無線にわたって割り付けられたビットの数に依存するようにさせられて、全体の帯域幅
を通じて、一度にサブ帯域を、一度にグループを、一度に単一のビットを、一度に１セッ
トのビットを、あるいはそれらの組み合わせを、サイクルさせる。すべてのサブ帯域グル
ープのロード制御情報を伝播させるために、我々は、一度に無線にわたって１つのサブ帯
域グループロード制御を送信し、全体のサブ帯域グループを通じて徐々にサイクルするこ
とができる。１３４０において、システムの特性がモニタされる。１３５０において、こ
のようなモニタリングの結果として、もしサブ帯域構成が変更を有するあるいは変更すべ
きであるということが決定される場合には、最適化スキームは、サブ帯域構成１３７０に
関連して利用されることができ、もしそうでない場合には、サブ帯域の割り当ては１３６
０で維持される。最適化スキームの１３７０は、外部情報と人工知能技術を、上記で説明
されるように、利用することができる。
【０１２４】
　図１４は、ロード制御決定の様々な態様にしたがって方法を説明する。パワースペクト
ラル密度（ＰＳＤ）調整のステップサイズ（ＳＳ）は、異なるサブ帯域グループコマンド
について異なるように、異なるモバイル局について異なるように、および／または、異な
るセルについて異なるように、特に周波数繰り返し要因について、設計されることができ
る。すなわち、ステップサイズ（例、ダウンコマンド、アップコマンド、あるいはホール
ドコマンド）は、Δ（Ｋ,Ｍ,Ｒ）≧０として表されることができ、ここで、Ｋは、モバイ
ル局１４３６のインデックスであり、Ｍは、サブ帯域グループ１４３４のインデックスで
あり、Ｒは、周波数繰り返しインデックス１４３２である。ステップサイズは、Ｋ，Ｍお
よびＲのいくつかの組み合わせに関しては、０である可能性がある。最適な送信の決定、
符号化及びステップサイズの構成は、上記で説明されているように、最適化スキームを通
じて実行されることができる。
【０１２５】
　図１５は、様々な態様にしたがって、別の高レベルな方法を図示している。１５１０に
おいて、ユーザ機器（ＵＥ）は、ロード制御コマンドとサブ帯域依存ベースの関連システ
ム特性とを受信する。１５２０において、サブ帯域グループのコマンドは、ＵＥオペレー
リングサブ帯域(the UE operating sub-bands)と比較される。もし、１５３０において、
ＵＥオペレーティングサブ帯域の数は、サブ帯域グループコマンドにおけるサブ帯域の数
よりも小さい場合には、１５４０における応答は、サブ帯域ごとのビット制御メカニズム
 (a bit per sub-band control mechanism)を使用する予定であろう、もしそうでない場
合には、１５５０が評価される。１５５０において、もしＵＥのサブ帯域がグループのサ
ブ帯域に整合する場合には、グループコマンド１５６０は、応答として使用される。もし
１５５０において、サブ帯域グループコマンドにおけるサブ帯域の数よりもＵＥのサブ帯
域が大きいということが決定される場合には、そのときには、１５７０において、最適化
スキームは、最適化されたレスポンスを得るために使用される（例、図１６）。１５８０
において、上記の応答のそれぞれは、ＵＥロードを調整するために適切なものとして使用
される。
【０１２６】
　図１６は、様々な態様に従って中レベルの方法を図示しており、特にＵＥのサブ帯域は
、サブ帯域グループのコマンドにおけるサブ帯域の数よりも大きいということが決定され
るケースの結果を最適化する。１６７１において、システムメトリックは、検索される。
１６７２において、最適化スキームは、保守的なＳＳＣ１７７３、積極的なＳＳＡ１７７
４、比例ＳＳＰ１７７５、あるいは時間比例ＳＳＴＰ１７７６のベストなアプローチを決
定するために使用される。これらのアプローチは、図７で、より詳細にカバーされる。１
６７２の最適化スキームは、外部情報（例、環境要因、優先、ＱｏＳ、顧客選好、顧客ラ
ンキング、履歴情報）を利用することができる。別の例においては、割り当ては、単一の
セル、あるいは、複数のセル全体にわたるロードバランシングの機能であってもよい。
【０１２７】
　方法の一実施形態は、ここに説明されているように、様々な態様（例、遷移通信リソー
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ス、分析リソース、外部情報、ユーザ／ＵＥ状態、優先、サブ帯域の割り当て、パワーレ
ベル設定）を自動的に実行することを容易にするために、人工知能技術を利用することが
できる。さらに、推定ベースのスキームは、与えられた時間及び状態において実行される
べき意図されたアクションを推定することを容易にするために利用されることができる。
本発明のＡＩベース態様は、いずれの適切なマシンラーニングベースの技術、及び／また
は、統計ベースの技術、及び／または、見込みベースの技術を介して実現される可能性が
ある。例えば、エキスパートシステム、ファジーロジック、サポートベクトルマシン（Ｓ
ＶＭｓ）、隠れマルコフモデル（ＨＭＭｓ）、グリーディサーチアルゴリズム、ルールベ
ースのシステム、ベイジアンモデル（例、ベイジアンネットワーク）、神経ネットワーク
、他の非線形トレーニング技術、データフュージョン、有用性ベースの分析的なシステム
、ベイジアンモデルを利用しているシステム、等が熟慮されている。
【０１２８】
　図１７は、様々な態様にしたがって、高レベルの方法を図示する。１７０４において、
セルの帯域幅は、Ｎ個のサブ帯域に分けられることができる（Ｎは、整数＞２である）。
１７０６において、それぞれのサブ帯域は、それぞれのユーザ機器（ＵＥ）に割り当てら
れる。様々な割り当てのプロトコルは、サブ帯域の割り当てを行うことに関連して利用さ
れることができるということが理解されるべきである。例えば、それぞれのサブ帯域は、
特定の目的（例、データタイプ、パワーレベル、距離、干渉緩和、ロードバランシング…
）のために指定されることができ、ＵＥｓは、それに対する類似性の機能(a function of
 affinity)としてサブ帯域にそれぞれ割り当てられることができる。
【０１２９】
　別の例においては、最適化スキームは、割り当てに関連して、利用されることができる
。同様に、外部情報（例、環境要因、優先、ＱｏＳ、顧客選好、顧客ランキング、履歴情
報）は、利用されることができる。別の例において、割り当ては、単一のセルあるいは複
数のセルにわたるロードバランシングの機能であってもよい。
【０１３０】
　方法の一実施形態は、ここに説明されているように、様々な態様（例、遷移通信リソー
ス、分析リソース、外部情報、ユーザ／ＵＥ状態、優先、サブ帯域の割り当て、パワーレ
ベル設定）を自動的に実行することを容易にするために、人工知能技術を利用することが
できる。さらに、推定ベースのスキームは、与えられた時間及び状態において、実行され
るべき意図されたアクションを推定することを容易にするために利用されることができる
。本発明のＡＩベース態様は、いずれの適切なマシンラーニングベースの技術、及び／ま
たは、統計ベースの技術、及び／または、見込みベースの技術を介して実現される可能性
がある。例えば、エキスパートシステム、ファジーロジック、サポートベクトルマシン（
ＳＶＭｓ）、隠れマルコフモデル（ＨＭＭｓ）、グリーディサーチアルゴリズム、ルール
ベースのシステム、ベイジアンモデル（例、ベイジアンネットワーク）、神経ネットワー
ク、他の非線形トレーニング技術、データフュージョン、有用性ベースの分析的なシステ
ム、ベイジアンモデルを利用しているシステム、等が熟慮されている。
【０１３１】
　１７０８において、サブ帯域の割り当ては、トラッキングされる。１７１０において、
サブ帯域の割り当ては、近隣セルにブロードキャストされる（例、サブ帯域の割り当ての
そのような近隣セルにおいて基地局あるいはＵＥｓに通告するために）。１７１２におい
て、近隣セルのサブ帯域の割り当ては、モニタされる。１７１４において、このようなモ
ニタリングの機能として、もし、衝突が１７１６でサブ帯域の割り当てに関して存在する
ということが決定される場合には、制御情報は、例えばセル間干渉を緩和することに関連
して衝突のためにパワーを減らすために、特定のＵＥｓに送られる。衝突が存在しない場
合には、１７１８において、ＵＥｓは、パワーレベルを維持する。
【０１３２】
　帯域幅をそれぞれのサブ帯域にサブ分割することによる前述から容易に理解されること
ができ、ＵＥパワーレベルのより多くの粒度のチューニングは、従来のスキームと比較し
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て、達成されることができる。結果として、セル間干渉の緩和同様、全体的なシステムリ
ソースの使用も容易にされる。
【０１３３】
　図１８は、様々な態様にしたがって高レベルな方法を図示する。１８０４で、サブ帯域
の割り当て（単数または複数）は、ユーザ機器によって受信される。１８０６で、決定あ
るいは識別が、ＵＥのそれぞれの性能／機能に関してなされる。もしＵＥがある性能／機
能を所有していないと考えられる場合には、ＵＥは、１８０８で、サブ帯域の割り当てに
関連して、基地局からコマンドを単にリスンする(listens)。しかしながら、もしＵＥが
ここに説明される態様に関連してある性能あるいは機能を所有する場合には、１８１０に
おいて、ＵＥは、サブ帯域ロードインジケータデータを衝突させることについて、近隣セ
ルを見る(looks to)。１８１２において、衝突がそれぞれのサブ帯域ロードインジケータ
データの機能として存在するか、しないかに関して、決定がなされる。衝突が存在する場
合には、ＵＥは、生じるかもしれない干渉を緩和するためにパワーレベルを減らす。衝突
が存在しないということが決定される場合には、１８１４において、ＵＥは、パワーレベ
ルを維持する。
【０１３４】
　図１９は、様々な態様にしたがって、管理方法について、例示的な論理をハイライトす
る。管理方法１９００は、同期及び非同期の直交システムの両方を頑健に処理するＵＥベ
ースのセル間干渉緩和システムのためである。１９０４において、与えられたサービング
セルにおける各ＵＥについては、ＵＥは、サービングセルが同期あるいは非同期のモード
において動作しているかどうかを示してサービングセルタイプのメッセージを受信する。
１９０６において、ＵＳは、サービングセルが同期あるいは非同期であるかどうかを決定
する、あるいは、通告する。セルが同期である場合には、プロセスは、ＵＳがバイナリサ
ブ帯域ロードデータについてサービングセルあるいは近隣セルを見る１９１８に移行する
。１９０６においてセルが非同期である場合には、プロセスは、ＵＥの性能が評価される
１９１２に移行する。もしＵＥが高度化された性能(advanced capabilities)を有してい
ることが考えられる場合には、プロセスは、１９１８に移行する。もしＵＳが基本機能を
有することが考えられる場合には、処理は、ＵＥがバックホールされたバイナリサブ帯域
データについてサービングセルを見る１９１６に移行する。ブロック１９１８は、様々な
利点（例、より早い近隣セル検出、近隣セルロードデータは、近隣セルから直接得られる
）を意味する。他の機能性の少ないＵＥ(less capable UE)については、パス１９１６は
、ＵＥのサービングセルから送信される、また、バックホールチャネルを通じて得られる
、新規のバイナリサブ帯域ロードデータをまだ供給するであろう。いずれのパスにおいて
も、サブ帯域ごとのバイナリロードデータが得られ、１９２０における比較が起こること
ができる。
【０１３５】
　この時点で、図７で示されているより良質の粒度は、与えられた帯域幅の異なるサブ帯
域において動作しているより多くのＵＥのために増大された空間(room)でステップ１９２
２あるいは１９２４のいずれかを取る制御命令をＵＥに供給するであろう。
【０１３６】
　図２０及び２１と対比させられることができ、より少ない頑健の従来の代替(the less 
robust conventional alternatives)を示す。図２０において、開始２００２のときに、
ＵＥは、サービングセルタイプのメッセージ２００４を受信し、サービングセルタイプは
、ＵＥの次のステップ２０１８を命令する。ここで、近隣セルの全体の帯域幅は、近隣セ
ルから直接的に、また、早く得られ、サービングセル２０２０からのロードデータと比較
される。ＵＥにとってあまり効率的でない命令（例えば、整帯域内で非干渉している異な
るサブ帯域を使用しているＵＥは、それらが実際にはそうでなくても、干渉をもたらすも
のとして示されるであろう）が命令され、２０２２あるいは２０２４のいずれかが、その
あとで、採択されるであろう。
【０１３７】
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　図２１において、開始２１０２におけるＵＥは、ステップ２１１６を命令するサービン
グセルタイプのメッセージ２１０４を受信する。ここで、サービングセルによって供給さ
れるようにより遅いバックホールチャネルからの全体の帯域幅は、サービングセル２１２
０におけるＵＥ帯域幅を得られ、そして比較される。ＵＥについてのあまり効率的でない
命令（例えば、整合帯域内で非干渉している異なるサブ帯域を使用しているＵＥは、それ
らが実際にそうでなくても、干渉をもたらすものとして示されるであろう）が命令され、
２１２２あるいは２１２４のいずれかが、そのあとで、採択されるであろう。ＵＥ性能は
、無視される。図２０及び２１において表されているようなシステムはまた、サービング
セルシステムがパスに命令するので、あまりＵＥベースではない(less UE based)。
【０１３８】
　図２２は、異なるサブ帯域について、異なる及びフレキシブルセルメトリックオペレー
ションレベルを可能にすることによって、セルリソース管理を容易にするシステム２２０
０を図示する。システム２２００は、さらにセル間干渉を緩和することも容易にする。
【０１３９】
　コンポーネント２２０２は、セル帯域幅をＮ個のサブ帯域に分割する（Ｎは、整数＞２
である）。コンポーネント２２１６は、それぞれのサブ帯域を、それぞれのユーザ機器（
ＵＥ）に割り当てており、また、コンポーネント２２０４は、それぞれのサブ帯域にシス
テムメトリック特性を割り当てる。様々な割り当てのプロトコルがサブ帯域とシステムメ
トリック特性割り当てを行なうことに関連して利用されることができるということは、理
解されるべきである。例えば、それぞれのサブ帯域は、特定の目的（例、データタイプ、
パワーレベル、距離、干渉緩和、ロードバランシング…）のために指定されることができ
、また、ＵＥｓは、それに対する近接の機能としてサブ帯域にそれぞれ割り当てられるこ
とができる。別の例においては、コンポーネント２２１８（例、人工知能を使用している
）によって利用される最適化スキームは、割り当てに関連して利用されることができる。
同様に、外部情報（例、環境要因、優先、ＱｏＳ、顧客選好、顧客ランキング、履歴情報
）が利用されることができる。様々なソースからの情報は、データストア２２２６におい
て含まれることができる。別の例において、割り当ては、単一のセルあるいは複数のセル
にわたるロードバランシングの機能であってもよい。
【０１４０】
　コンポーネント２２１０がサービングセルの制御下でＵＥ(UE’s)にコマンド及び特性
をブロードキャストする一方で、コンポーネント２２０６は、サブ帯域の割り当てをトラ
ッキングし、コンポーネント２２１２は、近隣セルにサブ帯域の割り当てをブロードキャ
ストする（例えば、サブ帯域の割り当てのそのような近隣セルにおいて基地局あるいはＵ
Ｅｓに通告するために）。コンポーネント２２１４は、近隣セルサブ帯域の割り当てをモ
ニタするが、コンポーネント２２０８は、システム特性をモニタする。コンポーネント２
２２０は、衝突がそのようなモニタリングの機能として存在するかを決定し、また、衝突
がサブ帯域の割り当てに関して存在するということが決定される場合には、コンポーネン
ト２２２６は、例えば衝突によって、セル間干渉を緩和することに関連してパワーを減ら
すために、制御情報を特定のＵＥｓに送る。コンポーネント２２２６は、他のシステムオ
ペレーショナル制御特性(operational control characteristics)についてサブ帯域の割
り当てをさらに変更することができる。衝突が存在しない場合には、コンポーネント２２
２２は、パワーレベルを維持するためにＵＥｓに対して制御情報を送る。コンポーネント
２２２２は、サブ帯域に関連づけられた他のシステムの特性データをさらに維持する。
【０１４１】
　ソフトウェアインプリメンテーションの場合、ここに説明された技術は、ここに説明さ
れた機能を実行するモジュール（例、プロシージャ、機能、など）でインプリメントされ
ることが出来る。ソフトウェアコードは、メモリユニットに保存され、プロセッサによっ
て実行されることが出来る。メモリユニットは、プロセッサ内で、あるいはプロセッサの
外部で、インプリメントされてもよく、この場合には、それは、当技術分野において知ら
れているように、さまざまな様々な手段を介してプロセッサに通信的に結合されることが
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出来る。
【０１４２】
　上記で説明されてきたものは、１つまたは複数の実施形態を含む。前述の実施形態を説
明する目的のためにすべての考えられるだけのコンポーネントあるいは方法の組み合わせ
を記述することは、勿論、可能ではないが、当業者は、様々な実施形態の多くのさらなる
組み合わせと並び替えが可能であることを理解することが出来る。したがって、説明され
た実施形態は、添付された特許請求の範囲の精神および範囲の中に入る、すべてのそのよ
うな変更、修正、および変形を包含するように意図されている。さらに、用語「含む(inc
ludes)」が、詳細な説明あるいは特許請求の範囲のいずれかにおいて使用されている範囲
内において、そのような用語は、用語「備えている(comprising)」がトランジショナルワ
ード(transitional word)として請求項において使用されるときに解釈されるように、用
語「備えている(comprising)」と同様な方法で包括的であるように意図されている。
　以下に、出願当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
［Ｃ１］
　リソース管理を容易にする方法であって、
　異なるサブ帯域についての異なるおよびフレキシブルなセルメトリックオペレーション
のレベルを可能にすること、
　を備えている方法。
［Ｃ２］
　前記のセルメトリックオペレーションのレベルは、周波数ドメイン、時間ドメイン、あ
るいはそれらの組み合わせにおいても可能である、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ３］
　前記のセルメトリックオペレーションは、アップリンクロードメトリックオペレーショ
ンである、Ｃ２に記載の方法。
［Ｃ４］
　前記アップリンクロードメトリックがＩｏＴである場合、
　サブ帯域ｎ＝１、…、ＮについてのＩｏＴｔｈ（ｎ）としてターゲットＩｏＴオペレー
ションを示し、
　次の
【数５】

　を可能にする、
　Ｃ３に記載の方法。
［Ｃ５］
　前記アップリンクロードメトリックがＲｏＴである場合、
　サブ帯域ｎ＝１、…、ＮについてのＲｏＴｔｈ（ｎ）としてターゲットＲｏＴオペレー
ションを示し、
　次の
【数６】
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　を可能にする、
　Ｃ３に記載の方法。
［Ｃ６］
　サブ帯域グループごとのベースで、ロード制御コマンドを生成すること、
　をさらに備えており、前記サブ帯域のグループは、ｎ＝１から成ることができ、ｎ＝Ｎ
個のサブ帯域であり、Ｎ＝サブ帯域のトータル数である、
　Ｃ３に記載の方法。
［Ｃ７］
　ロード制御についてエアインタフェースにわたって割り付けられたビットの機能として
前記ロード制御コマンドの伝送を変化させること、
　をさらに備えているＣ６に記載の方法。
［Ｃ８］
　無線にわたって１度に１つのサブ帯域グループロード制御と、徐々に全サブ帯域のグル
ープを通じたサイクルを、送信すること、をさらに備えているＣ６に記載の方法。
［Ｃ９］
　前記ロード制御コマンドは、本質的に可変であり、また、
　　　前記のセルにおけるＵＥのインデックスと、
　　　前記のセルにおけるサブ帯域のインデックスと、
　　　存在する場合には、部分周波数繰り返し要因のインデックスと、
　にしたがって変化する、
　Ｃ６に記載方法。
［Ｃ１０］
　前記セルメトリックのオペレーションは、アドミッション制御メトリックのオペレーシ
ョンである、Ｃ２に記載の方法。
［Ｃ１１］
　前記セルメトリックは、混雑制御メトリックオペレーションである、Ｃ２に記載の方法
。
［Ｃ１２］
　前記セルメトリックオペレーションは、シグナルハンドオフ制御メトリックオペレーシ
ョンである、Ｃ２に記載の方法。
［Ｃ１３］
　ユーザ機器が異なるサブ帯域のグループのコマンドについて異なるように反応するよう
に、異なる及びフレキシブルなサブ帯域のアップリンクロードコマンドに応答する方法。
［Ｃ１４］
　前記の応答は、保守的な応答である、Ｃ１３に記載の方法。
［Ｃ１５］
　前記の応答は、積極的な応答である、Ｃ１３に記載の方法。
［Ｃ１６］
　前記の応答は、比例応答である、Ｃ１３に記載の方法。
［Ｃ１７］
　前記の応答は、時間比例応答である、Ｃ１３に記載の方法。
［Ｃ１８］
　異なるサブ帯域について異なる及びフレキシブルなセルメトリックのオペレーションの
レベルを可能にするためのコンピュータ実施可能コードをコンピュータ可読媒体上で保存
する、コンピュータ可読媒体。
［Ｃ１９］
　前記のセルメトリックオペレーションのレベルは、周波数ドメイン、時間ドメイン、あ
るいは、それらの組み合わせ、においても可能である、Ｃ１８に記載のコンピュータ可読
メディア。
［Ｃ２０］
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　前記のセルメトリックオペレーションは、アップリンクロードメトリックオペレーショ
ンである、Ｃ１９に記載のコンピュータ可読媒体。
［Ｃ２１］
　前記アップリンクロードメトリックがＩｏＴである場合、
　サブ帯域ｎ＝１、…、ＮについてのＩｏＴｔｈ（ｎ）としてターゲットＩｏＴオペレー
ションを示し、
　次の
【数７】

　を可能にする、
　Ｃ２０に記載のコンピュータ可読媒体。
［Ｃ２２］
　前記アップリンクロードメトリックがＲｏＴである場合、
　サブ帯域ｎ＝１、…、ＮについてのＲｏＴｔｈ（ｎ）としてターゲットＲｏＴオペレー
ションを示し、
　次の
【数８】

　を可能にする、
　Ｃ２０に記載のコンピュータ可読媒体。
［Ｃ２３］
　サブ帯域グループごとのベースで、ロード制御コマンドを生成するためのコンピュータ
実施可能コードをコンピュータ可読媒体上で保存する、Ｃ２０に記載のコンピュータ可読
媒体。
［Ｃ２４］
　ロード制御についてエアインタフェースにわたって割り付けられたビットの機能として
前記ロード制御コマンドの伝送を変化させるためのコンピュータ実施可能なコードをコン
ピュータ可読媒体上で保存する、Ｃ２３に記載のコンピュータ可読媒体。
［Ｃ２５］
　無線にわたって１度に１つのサブ帯域グループロード制御と、徐々に全サブ帯域のグル
ープを通じたサイクルを、送信するためのコンピュータ実施可能なコードをコンピュータ
可読媒体上で保存する、Ｃ２３に記載のコンピュータ可読媒体。
［Ｃ２６］
　　　前記のセルにおけるＵＥのインデックスと、
　　　前記のセルにおけるサブ帯域のインデックスと、
　　　存在する場合には、部分周波数繰り返し要因のインデックスと、
　にしたがって前記ロード制御コマンドを変化させるためのコンピュータ実施可能なコー
ドをコンピュータ可読媒体上で保存する、Ｃ２３に記載のコンピュータ可読媒体。
［Ｃ２７］
　前記のセルメトリックのオペレーションは、アドミッション制御メトリックのオペレー
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［Ｃ２８］
　前記のセルメトリックは、混雑制御メトリックオペレーションである、Ｃ１９に記載の
コンピュータ可読媒体。
［Ｃ２９］
　前記のセルメトリックオペレーションは、シグナルハンドオフ制御メトリックオペレー
ションである、Ｃ１９に記載のコンピュータ可読媒体。
［Ｃ３０］
　ユーザ機器の実施が異なるサブ帯域のグループのコマンドについて異なるように反応す
る際に、異なる及びフレキシブルなサブ帯域のアップリンクロードコマンドに応答するた
めのコンピュータ実施可能コードをコンピュータ可読媒体上で保存している、コンピュー
タ可読媒体。
［Ｃ３１］
　前記の反応は、保守的な応答である、Ｃ３０に記載のコンピュータ可読媒体。
［Ｃ３２］
　前記の反応は、積極的な応答である、Ｃ３０に記載のコンピュータ可読媒体。
［Ｃ３３］
　前記の反応は、比例応答である、Ｃ３０に記載のコンピュータ可読媒体。
［Ｃ３４］
　前記の反応は、時間比例応答である、Ｃ３０に記載のコンピュータ可読媒体。
［Ｃ３５］
　異なるサブ帯域について異なるおよびフレキシブルなセルメトリックオペレーションの
レベルを可能にするコードを実施する、プロセッサ。
［Ｃ３６］
　前記のセルメトリックオペレーションのレベルは、周波数ドメイン、時間ドメイン、あ
るいは、それらの組み合わせ、においても可能である、Ｃ３５に記載のプロセッサ。
［Ｃ３７］
　前記のセルメトリックオペレーションは、アップリンクロードメトリックオペレーショ
ンである、Ｃ３６に記載のプロセッサ。
［Ｃ３８］
　前記アップリンクロードメトリックがＩｏＴである場合、
　サブ帯域ｎ＝１、…、ＮについてのＩｏＴｔｈ（ｎ）として、ターゲットＩｏＴオペレ
ーションを示すコードを実行し、そして、次の
【数９】

　を可能にする、
　Ｃ３７に記載のプロセッサ。
［Ｃ３９］
　前記アップリンクロードメトリックがＲｏＴである場合、
　サブ帯域ｎ＝１、…、ＮについてのＲｏＴｔｈ（ｎ）としてターゲットＲｏＴオペレー
ションを示すコードを実行し、
　次の
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【数１０】

　を可能にする、
　Ｃ３７に記載のプロセッサ。
［Ｃ４０］
サブ帯域グループごとのベースで、ロード制御コマンドを生成するコードを実施する、Ｃ
３７に記載のプロセッサ。
［Ｃ４１］
　ロード制御についてエアインタフェースにわたって割り付けられたビットの機能として
前記ロード制御コマンドの伝送を変化させるコードを実施する、Ｃ４０に記載のプロセッ
サ。
［Ｃ４２］
　無線にわたって１度に１つのサブ帯域グループロード制御と、徐々に全サブ帯域のグル
ープを通じたサイクルを、送信するコードを実行する、Ｃ４０に記載のプロセッサ。
［Ｃ４３］
　　　前記のセルにおけるＵＥのインデックスと、
　　　前記のセルにおけるサブ帯域のインデックスと、
　　　存在する場合には、部分周波数繰り返し要因のインデックスと、
　にしたがって前記ロード制御コマンドを変化させるコードを実行する、
　Ｃ４０に記載のプロセッサ。
［Ｃ４４］
　前記のセルメトリックのオペレーションは、アドミッション制御メトリックのオペレー
ションである、Ｃ３６に記載のプロセッサ。
［Ｃ４５］
　前記のセルメトリックは、混雑制御メトリックオペレーションである、Ｃ３６に記載の
プロセッサ。
［Ｃ４６］
　前記のセルメトリックオペレーションは、シグナルハンドオフ制御メトリックオペレー
ションである、Ｃ３６に記載のプロセッサ。
［Ｃ４７］
　ユーザ機器の実施が異なるサブ帯域のグループのコマンドについて異なるように反応す
るように、異なる及びフレキシブルなサブ帯域のアップリンクロードコマンドに応答する
コードを実行する、プロセッサ。
［Ｃ４８］
　前記の反応は、保守的な応答である、Ｃ４７に記載のプロセッサ。
［Ｃ４９］
　前記の反応は、積極的な応答である、Ｃ４７に記載のプロセッサ。
［Ｃ５０］
　前記の反応は、比例応答である、Ｃ４７に記載のプロセッサ。
［Ｃ５１］
　前記の反応は、時間比例応答である、Ｃ４７に記載のプロセッサ。
［Ｃ５２］
　異なるサブ帯域について異なるおよびフレキシブルなセルメトリックオペレーションの
レベルを可能にするための手段を備えているセルリソース管理を容易にするシステム。
［Ｃ５３］
　前記の可能にするための手段は、セルメトリックオペレーションのレベルが、周波数ド
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メイン、時間ドメイン、あるいは、それらの組み合わせ、においてあるようにすることを
可能にする、Ｃ５２に記載のシステム。
［Ｃ５４］
　異なるサブ帯域についての、異なるおよびフレキシブルなアップリンクロードメトリッ
クオペレーションのレベルを可能にするための手段、を備えているＣ５３に記載のシステ
ム。
［Ｃ５５］
　アップリンクロードメトリックがＩｏＴになることを可能にするための手段と、サブ帯
域ｎ＝１、…、ＮについてのＩｏＴｔｈ（ｎ）として、ターゲットＩｏＴオペレーション
を示すための手段と、
　次の
【数１１】

　を可能にするための手段と、
　を備えているＣ５４に記載のシステム。
［Ｃ５６］
　前記アップリンクロードメトリックがＲｏＴとなることを可能にするための手段と、
　サブ帯域ｎ＝１、…、ＮについてのＲｏＴｔｈ（ｎ）としてターゲットＲｏＴオペレー
ションを示すための手段と、
　次の
【数１２】

　を可能にするための手段と、
　を備えているＣ５４に記載のシステム。
［Ｃ５７］
サブ帯域グループごとのベースで、ロード制御コマンドを生成するための手段、をさらに
備えているＣ５４に記載のシステム。
［Ｃ５８］
　ロード制御についてエアインタフェースにわたって割り付けられたビットの機能として
前記ロード制御コマンドの伝送を変化させるための手段、をさらに備えているＣ５７に記
載のシステム。
［Ｃ５９］
　無線にわたって１度に１つのサブ帯域グループロード制御を送信し、徐々に全サブ帯域
のグループを通じてサイクリングするための手段、をさらに備えているＣ５７に記載のシ
ステム。
［Ｃ６０］
　　　前記のセルにおけるＵＥのインデックスと、
　　　前記のセルにおけるサブ帯域のインデックスと、
　　　存在する場合には、部分周波数繰り返し要因のインデックスと、
　にしたがって前記ロード制御コマンドを変化させるための手段をさらに備えている、
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　Ｃ５７に記載のシステム。
［Ｃ６１］
　異なるサブ帯域について異なる及びフレキシブルなアドミッション制御メトリックオペ
レーションレベルを可能にするための手段、を備えているＣ５３に記載のシステム。
［Ｃ６２］
　異なるサブ帯域について異なる及びフレキシブルな混雑制御メトリックオペレーション
のレベルを可能にするための手段、を備えている、Ｃ５３に記載のシステム。
［Ｃ６３］
　異なるサブ帯域について異なる及びフレキシブルなシグナルハンドオフ制御メトリック
オペレーションのレベルを可能にするための手段を備えている、Ｃ５３に記載のシステム
。
［Ｃ６４］
　ユーザ機器は異なるサブ帯域グループのコマンドについて異なるように反応するように
、異なる及びフレキシブルなサブ帯域アップリンクロードコマンドに応答するための手段
を備えているセルリソース管理を容易にするシステム。
［Ｃ６５］
　前記の応答手段は、保守的な応答である、Ｃ６４に記載のシステム。
［Ｃ６６］
　前記の応答手段は、積極的な応答である、Ｃ６４に記載のシステム。
［Ｃ６７］
　前記の応答手段は、比例応答である、Ｃ６４に記載のシステム。
［Ｃ６８］
　前記の応答手段は、時間比例応答である、Ｃ６４に記載のシステム。
［Ｃ６９］
　記憶媒体と、前記記憶媒体上で保存された、異なるサブ帯域について異なる及びフレキ
シブルなセルメトリックオペレーションのレベルを可能にするためのコンピュータ実施可
能インストラクションを備えている；
　前記の保存されたコードを実行するプロセッサと；
　を備えている装置。
［Ｃ７０］
　前記のセルメトリックオペレーションのレベルが、周波数ドメイン、時間ドメイン、あ
るいはそれらの組み合わせ、においても可能である、Ｃ６９に記載の装置。
［Ｃ７１］
　前記のセルメトリックのオペレーションは、アップリンクロードメトリックオペレーシ
ョンである、Ｃ７０に記載の装置。
［Ｃ７２］
　前記アップリンクロードメトリックはＩｏＴであり、
　サブ帯域ｎ＝１、…、ＮについてのＩｏＴｔｈ（ｎ）として、ターゲットＩｏＴオペレ
ーションを示し、
　次の
【数１３】

　を可能にする、
　Ｃ７１に記載の装置。
［Ｃ７３］
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　前記アップリンクロードメトリックはＲｏＴであり、
　サブ帯域ｎ＝１、…、ＮについてのＲｏＴｔｈ（ｎ）としてターゲットＲｏＴオペレー
ションを示し、
　次の
【数１４】

　を可能にする、
　Ｃ７１に記載の装置。
［Ｃ７４］
　前記記憶媒体は、前記記憶媒体上で、サブ帯域グループごとのベースで、ロード制御コ
マンドを生成するためのコンピュータ可読インストラクションを保存している、Ｃ７１に
記載の装置。
［Ｃ７５］
　前記記憶媒体は、前記記憶媒体上で、ロード制御についてエアインタフェースにわたっ
て割り付けられたビットの機能として前記ロード制御コマンドの伝送を変化させるための
コンピュータ可読インストラクションを保存している、Ｃ７４に記載の装置。
［Ｃ７６］
　前記記憶媒体は、前記記憶媒体上で、無線にわたって１度に１つのサブ帯域グループロ
ード制御と、徐々に全サブ帯域のグループを通じたサイクルと、を送信するためのコンピ
ュータ可読インストラクションを保存している、Ｃ７４に記載の装置。
［Ｃ７７］
　　　前記のセルにおけるＵＥのインデックスと、
　　　前記のセルにおけるサブ帯域のインデックスと、
　　　存在する場合には、部分周波数繰り返し要因のインデックスと、
　にしたがって、前記記憶媒体は、前記記憶媒体上で、前記ロード制御コマンドを変化さ
せるためのコンピュータ可読インストラクションを保存している、
　Ｃ７４に記載の装置。
［Ｃ７８］
　前記のセルメトリックオペレーションは、アドミッション制御メトリックオペレーショ
ンである、Ｃ７０に記載の装置。
［Ｃ７９］
　前記のセルメトリックオペレーションは、混雑制御メトリックオペレーションである、
Ｃ７０に記載の装置。
［Ｃ８０］
　前記のセルメトリックオペレーションは、シグナルハンドオフ制御メトリックオペレー
ションである、Ｃ７０に記載の装置。
［Ｃ８１］
　記憶媒体と、ユーザ機器が異なるサブ帯域グループの命令について異なるように反応す
るように異なる及びフレキシブルなサブ帯域アップリンクロードコマンドに応答するため
の、前記記憶媒体上で保存されるコンピュータ実施可能なインストラクションを備えてい
る；
　前記の保存されたコードを実行するプロセッサと；
　を備えている装置。
［Ｃ８２］
　前記の実施された反応は、保守的な応答である、Ｃ８１に記載の装置。
［Ｃ８３］
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　前記の実施された反応は、積極的な応答である、Ｃ８１に記載の装置。
［Ｃ８４］
　前記の実施された反応は、比例応答である、Ｃ８１に記載の装置。
［Ｃ８５］
　前記の実施された反応は、時間比例応答である、Ｃ８１に記載の装置。
［Ｃ８６］
　セル間干渉の緩和を容易にする方法であって、
　Ｎ個のサブ帯域にセル帯域を分割することと、なお、Ｎは整数＞２である；
　それぞれのユーザ機器（ＵＥｓ）に対して前記それぞれのサブ帯域を割り当てることと
；
サブ帯域の割り当てをトラッキングすることと；
　近隣セルに対してサブ帯域の割り当てをブロードキャストすることと；
　を備えている方法。
［Ｃ８７］
　近隣セルのサブ帯域の割り当てをモニタリングすることを備えている、Ｃ８６に記載の
方法。
［Ｃ８８］
サブ帯域の割り当ての衝突が存在するかを決定することを備えている、Ｃ８７に記載の方
法。
［Ｃ８９］
　衝突が存在する場合に、パワーを減らすために少なくとも１つのＵＥに対して制御情報
を送ることを備えている、Ｃ８８に記載の方法。
［Ｃ９０］
　衝突がない場合には、パワーを維持するために少なくとも１つのＵＥに対して制御情報
を送ることを備えている、Ｃ８８に記載の方法。
［Ｃ９１］
　サブ帯域ごとにバイナリ値づけられたロードインジケータデータを供給することを備え
ている、Ｃ８６に記載の方法。
［Ｃ９２］
　ＵＥベースのロード管理スキームを使用することを備えており、なお、前記管理スキー
ムは、少なくとも同期および非同期のサービングセルのタイプを処理し、決定がＵＥＴｘ
ＰＳＤ変更決定をレンダする様々な機能でＵＥｓに基づかれることを可能にする、Ｃ８６
に記載の方法。
［Ｃ９３］
　前記ＵＥベースのロード管理スキームは、セルからその近隣セルまでのバックホールチ
ャネルを通じて、サービングセル及び近隣の非サービングセルのバイナリ値づけられたロ
ードインジケータのデータを送信する、Ｃ９２に記載の方法。
［Ｃ９４］
　前記ＵＥベースのロード管理スキームは、セルからその近隣セルまで直接に、サービン
グセル及び近隣の非サービングセルを送信する、Ｃ９２に記載の方法。
［Ｃ９５］
　コンピュータ可読記憶媒体であって、前記コンピュータ可読記憶媒体上で、
　セル帯域幅をＮ個のサブ帯域に分けること、ここではＮは、整数＞２である；
　それぞれのユーザ機器（ＵＥｓ）に対して、前記のそれぞれのサブ帯域を割り当てるこ
とと；
　サブ帯域の割り当てをトラッキングすることと；
　近隣セルに対してサブ帯域の割り当てをブロードキャストすることと；
　を備えている動作、
　を実行するコンピュータ可読インストラクション、
　を保存している、コンピュータ可読記憶媒体。
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［Ｃ９６］
　前記コンピュータ可読記憶媒体上で、近隣セルのサブ帯域の割り当てをモニタするため
のコンピュータ可読インストラクションを保存している、Ｃ９５に記載のコンピュータ可
読記憶媒体。
［Ｃ９７］
　前記コンピュータ可読記憶媒体上で、サブ帯域の割り当ての衝突が存在するかを決定す
るためのコンピュータ可読インストラクションを保存する、Ｃ９５に記載のコンピュータ
可読記憶媒体。
［Ｃ９８］
　衝突が存在する場合には、前記コンピュータ可読記憶媒体上で、パワーを減らす少なく
とも１つのＵＥに対して制御情報を送信するコンピュータ可読インストラクションを保存
する、Ｃ９７に記載のコンピュータ可読記憶媒体。
［Ｃ９９］
　衝突がない場合には、前記コンピュータ可読記憶媒体上で、パワーを維持する少なくと
も１つのＵＥに対して制御情報を送信するコンピュータ可読インストラクションを保存す
る、Ｃ９７に記載のコンピュータ可読記憶媒体。
［Ｃ１００］
　前記コンピュータ可読記憶媒体上で、サブ帯域ごとにバイナリ値づけられたロードイン
ジケータを供給するコンピュータ可読インストラクションを保存している、Ｃ９５に記載
のコンピュータ可読記憶媒体。
［Ｃ１０１］
　前記コンピュータ可読記憶媒体上で、ＵＥベースのロード管理スキームを使用するため
のコンピュータ可読インストラクションを保存しており、なお、前記管理スキームは、少
なくとも同期および非同期のサービングセルタイプを処理し、ＵＥＴｘＰＳＤ変更決定を
レンダする様々な機能を備えたＵＥｓに基づかれる決定を可能にする、Ｃ９５に記載のコ
ンピュータ可読記憶媒体。
［Ｃ１０２］
　記憶媒体と、なお、前記記憶媒体上で、次の動作、
　　　セル帯域をＮ個のサブ帯域に分けることと、なお、Ｎは、整数＞２である、
　　　それぞれのユーザ機器（ＵＥｓ）に前記それぞれのサブ帯域を割り当てることと、
　　　サブ帯域の割り当てをトラッキングすることと、
　　　近隣セルに対してサブ帯域の割り当てをブロードキャストすることと、
　を実行するコンピュータ実施可能なインストラクションを備えている；
　前記コンピュータ実施可能インストラクションを実行するプロセッサと；
　を備えている装置。
［Ｃ１０３］
　前記記憶媒体は、前記記憶媒体上で、近隣セルサブ帯域の割り当てをモニタするための
コンピュータ可読インストラクションを保存している、Ｃ１０２に記載の装置。
［Ｃ１０４］
　前記記憶媒体は、前記記憶媒体上で、サブ帯域の割り当ての衝突が存在するかを決定す
るためのコンピュータ可読インストラクションを保存する、Ｃ１０２に記載の装置。
［Ｃ１０５］
　衝突が存在する場合には、前記記憶媒体は、前記記憶媒体上で、パワーを減らすために
少なくとも１つのＵＥに制御情報を送信するためのコンピュータ可読インストラクション
を保存している、Ｃ１０２に記載の装置。
［Ｃ１０６］
　衝突が存在しない場合には、前記記憶媒体は、前記記憶媒体上で、パワーを維持するた
めに少なくとも１つのＵＥに制御情報を送信するコンピュータ可読インストラクションを
保存している、Ｃ１０２に記載の装置。
［Ｃ１０７］
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　前記記憶媒体は、それ上でサブ帯域ごとにバイナリ値づけられたロードインジケータデ
ータを供給しているコンピュータ可読インストラクションを保存している、Ｃ１０２に記
載の装置。
［Ｃ１０８］
　前記記憶媒体は、前記記憶媒体上で、ＵＥベースのロード管理スキームを使用している
コンピュータ可読インストラクションを保存しており、なお、前記の管理スキームは、少
なくとも同期および非同期のサービングセルタイプを処理し、ＵＥＴｘＰＳＤ変更決定を
レンダする様々な機能でＵＥｓに基づかれるような決定を可能にする、Ｃ１０２に記載の
装置。
［Ｃ１０９］
　セル間干渉の緩和を容易にするシステムであって、
　セル帯域をＮ個のサブ帯域に分けるための手段と、なお、Ｎは、整数＞２である；
　それぞれのユーザ機器（ＵＥｓ）に対して前記のそれぞれのサブ帯域を割り当てるため
の手段と；
サブ帯域の割り当てをトラッキングするための手段と；
　近隣セルにサブ帯域の割り当てをブロードキャストするための手段と；
　を備えている、
　システム。
［Ｃ１１０］
　近隣セルのサブ帯域の割り当てをモニタするための手段を備えている、Ｃ１０９に記載
のシステム。
［Ｃ１１１］
　サブ帯域の割り当ての衝突が存在するかを決定するための手段を備えている、Ｃ１０９
に記載のシステム。
［Ｃ１１２］
　衝突が存在する場合には、パワーを減らすために、少なくとも１つのＵＥに制御情報を
送信するための手段を備えている、Ｃ１０９に記載のシステム。
［Ｃ１１３］
　衝突が存在しない場合には、パワーを維持するために、少なくとも１つのＵＥに制御情
報を送信するための手段を備えている、Ｃ１０９に記載のシステム。
［Ｃ１１４］
　セル間の干渉の緩和を容易にする方法であって、
　割り当てられたサブ帯域を受信することと、
　ユーザ機器（ＵＥ）の機能を識別することと、
　を備えており、
　前記ＵＥが機能スレッシュホールドを満たす場合にはサブ帯域インジケータデータを衝
突させる近隣セルを見て、
　もし衝突が存在する場合には、ＵＥパワーを減らし、
　もし衝突が存在しない場合には、ＵＥパワーを維持する、
　方法。
［Ｃ１１５］
　近隣セルサブ帯域の割り当てをモニタすることを備えている、Ｃ１１４に記載の方法。
［Ｃ１１６］
　サブ帯域の割り当ての衝突が存在するかを決定することを備えている、Ｃ１１５に記載
の方法。
［Ｃ１１７］
　パワーを減らす制御情報を受信することを備えている、Ｃ１１４に記載の方法。
［Ｃ１１８］
　パワーを維持することを備えている、Ｃ１１４に記載の方法。
［Ｃ１１９］
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　サブ帯域ごとにバイナリ値づけられたロードインジケータデータを受信することを備え
ている、Ｃ１１４に記載の方法。
［Ｃ１２０］
　セルからその近隣セルまでのバックホールチャネルを通じて、サービングセル及び近隣
の非サービングセルのバイナリ値づけられたロードインジケータのデータを受信すること
を備えている、Ｃ１１４に記載の方法。
［Ｃ１２１］
　コンピュータ可読媒体であって、前記コンピュータ可読媒体上で、
　割り当てられたサブ帯域を受信することと、
　ユーザ機器（ＵＥ）の性能を識別することと、
　前記ＵＥが機能スレッシュホールドを満たす場合には、サブ帯域のロードインジケータ
のデータを衝突させることについて近隣セルを見ることと、
　衝突が存在する場合には、ＵＥパワーを減らすことと、
　衝突が存在しない場合には、ＵＥパワーを維持することと、
　を備えている動作、
　を実行するためのコンピュータ可読インストラクション、
　を保存している、
　コンピュータ可読媒体。
［Ｃ１２２］
　コンピュータ可読インストラクション上で保存された、近隣セルのサブ帯域の割り当て
をモニタするコンピュータ可読インストラクションを、コンピュータ可読記憶媒体上で保
存している、Ｃ１２１に記載のコンピュータ可読記憶媒体。
［Ｃ１２３］
　コンピュータ可読インストラクション上で保存された、サブ帯域の割り当ての衝突が存
在するかを決定するコンピュータ可読インストラクションを、コンピュータ可読記憶媒体
上で保存している、Ｃ１２１に記載のコンピュータ可読記憶媒体。
［Ｃ１２４］
　コンピュータ可読インストラクション上で保存された、パワーを減らすために、制御情
報を受信するコンピュータ可読インストラクションを、コンピュータ可読記憶媒体上で保
存している、Ｃ１２１に記載のコンピュータ可読記憶媒体。
［Ｃ１２５］
　コンピュータ可読インストラクション上で保存された、パワーを維持するコンピュータ
可読インストラクションを、コンピュータ可読記憶媒体上で保存している、Ｃ１２１に記
載のコンピュータ可読記憶媒体。
［Ｃ１２６］
　コンピュータ可読インストラクション上で保存されたサブ帯域ごとにバイナリ値づけら
れたロードインジケータデータを受信するコンピュータ可読インストラクションを、コン
ピュータ可読記憶媒体上で保存している、Ｃ１２１に記載のコンピュータ可読記憶媒体。
［Ｃ１２７］
　コンピュータ可読インストラクションで保存された、セルからその近隣セルまでのバッ
クホールチャネルを通じて、サービングセル及び近隣の非サービングセルのバイナリ値づ
けられたロードインジケータのデータを受信するコンピュータ可読インストラクションを
、コンピュータ可読記憶媒体上で保存している、Ｃ１２１に記載のコンピュータ可読記憶
媒体。
［Ｃ１２８］
　次の動作、すなわち、
　　　割り当てられたサブ帯域を受信すること、
　　　ユーザ機器（ＵＥ）の機能を識別すること、
　　　前記ＵＥが機能スレッシュホールドを満たす場合には、サブ帯域のロードインジケ
ータデータを衝突させることについて近隣セルを見ること、
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　　　もし衝突が存在する場合には、ＵＥパワーを減らすこと、
　　　もし衝突が存在しない場合には、ＵＥパワーを維持すること、
　を実行するために保存されたコンピュータ実施可能なインストラクションを備えている
記憶媒体と；
　前記コンピュータの実施可能なインストラクションを実行するプロセッサと；
　を備えている装置。
［Ｃ１２９］
　前記コンピュータ可読媒体は、前記コンピュータ可読媒体上で、近隣セルのサブ帯域の
割り当てをモニタするためのコンピュータ可読インストラクションを保存している、Ｃ１
２８に記載の装置。
［Ｃ１３０］
　前記コンピュータ可読媒体は、前記コンピュータ可読媒体上で、サブ帯域の割り当ての
衝突が存在するかを決定するためのコンピュータ可読インストラクションを保存している
、Ｃ１２８に記載の装置。
［Ｃ１３１］
　前記コンピュータ可読記憶媒体は、前記コンピュータ可読媒体上で、パワーを減らすた
めに制御情報を受信するためのコンピュータ可読インストラクションを保存している、Ｃ
１２８に記載の装置。
［Ｃ１３２］
　前記コンピュータ可読記憶媒体は、前記コンピュータ可読媒体上で、パワーを維持する
ためのコンピュータ可読インストラクションを保存している、Ｃ１２８に記載の装置。
［Ｃ１３３］
　前記コンピュータ可読記憶媒体は、前記コンピュータ可読媒体上で、サブ帯域ごとにバ
イナリ値づけられたインジケータデータを受信するためのコンピュータ可読インストラク
ションを保存している、Ｃ１２８に記載の装置。
［Ｃ１３４］
　前記コンピュータ可読記憶媒体は、前記コンピュータ可読媒体上で、セルからその近隣
セルまでのバックホールチャネルを通じて、サービングセル及び近隣の非サービングセル
のバイナリ値づけられたロードインジケータのデータを受信するためのコンピュータ可読
インストラクションを保存している、Ｃ１２８に記載の装置。
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